
【議案第83号】

令和2年度　一般会計決算附属資料

農林水産部　主要な施策の成果
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○旅費

○需用費

　・事務消耗品費、公用車燃料代、公用車修繕料

○役務費

　・ETC発行手数料、公用車保険料、公用車登録手数料

○委託料

　・農業総合地図情報システム保守管理委託料

○使用料及び賃借料

　・有料道路交通料、テレビ受信料

○負担金

　・・全国中山間地域振興対策協議会負担金

・京のふるさと産品価格流通安定協会負担金

・丹後米改良協会負担金

・野菜経営安定対策事業負担金

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

成
果
・
課
題

　各種団体と連携し、農業行政の推進を図れた。

24千円

651千円

75千円

5,291千円

48千円

396千円

10千円

62千円

51千円

273千円

細
事

01 農業総務一般経費

主
な
財
源

６次産業化・ブランド化で農林業を振興 〕

総合計画
基本計画

予
算
科
目

目
　
的

　農業行政を推進するための業務に必要な経常経費及び各種農業関
連団体への負担金を支出し、農業振興を図る。

〔 02

(参考)当初予算額
農業振興課

02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興

7,650千円
課

項 01 農業費

6,485千円 7,213千円 728千円

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額

目 02 農業総務費

事 50 農業総務一般経費

執行率
部 農林水産部

89.9 %

不用額
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○パイプハウス等整備事業費補助金

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

成
果
・
課
題

　丹後地域統一重点推進品目（九条ねぎ・トマト）の推進と市内農業団体の
負担軽減を図り、栽培面積を拡大し、年間を通じた安定的な供給により、安
定した販売に大きな役割を果たした。

　九条ねぎ等の丹後地域統一重点推進品目（丹後地域特産物育成協議会が産地力
を強化するため、地域で重点的に推進する品目と対象産地を選定しているもの）
や実需者との契約に基づく園芸品目の生産に必要なパイプハウスを整備する農業
団体に補助金を交付し、産地強化に取り組んだ。

21,280千円

（単位：千円）

補助率 府補助金 市補助金

915

府:45%
市:3%

4,792 319

〔 02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興 〕

総合計画
基本計画

02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興

細
事

01 ﾊﾟｲﾌﾟﾊｳｽ整備事業

主
な
財
源

府補

予
算
科
目

目
　
的

　パイプハウス施設の整備を支援し、農産物のブランド化・生産性
の向上等、京野菜の産地づくりを推進する。

項 01 農業費

21,280千円 21,280千円 0 千円

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額

目 03 農業振興費

事 01 京野菜生産加速化事業

ほんまもん京ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ産地支援事業費補助金

不用額 執行率
部 農林水産部

100.0 %

(参考)当初予算額
農業振興課

30,263千円
課

20,046千円

府:50%
市:3%

15,254

20,046 1,234

21,280
合計

①

②

［補助区分］
①京都ブランド産地形成型（補助率：府50％　市3％）
　　多様な流通に対応した広域的な園芸産地づくりの推進に必要な整備
②担い手規模拡大型（補助率：45％　市3％）
　　産地の核となる担い手を中心とした園芸産地づくりの推進に必要な整備

実施主体

京都農業
協同組合

網野町
ハウス

園芸部会

事業内容 事業費

パイプハウス
16棟

（九条ねぎ）
30,509

パイプハウス
３棟

（トマト）
10,651

19棟 41,160

補助
区分
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○生産・流通改善条件整備補助金

　※学卒：丹後農業実践型学舎の卒業生等で組織する農業者団体

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

成
果
・
課
題

　機械・設備の導入を支援し、丹後地域統一重点推進品目生産の省力・低コ
スト化と、品質向上・生産拡大・出荷安定を図ることができた。

　丹後地域統一重点推進品目の生産において、省力・低コスト生産に必要な機械
の補助金を交付した。

鳥取人参
生産組合

人参収穫機
人参自動重量選別機

6,017千円 45% 2,707千円

合計 8,808千円 3,962千円

弥栄町コギク
生産組合

菊重量選別機
菊結束機

1,812千円 45% 815千円

実施主体 事業内容 事業費 府補助率 補助金額

〔 02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興 〕

総合計画
基本計画

02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興

細
事

02 生産･流通改善条件整備事業

主
な
財
源

府補

予
算
科
目

目
　
的

　省力・低コスト生産に必要な機械・施設の整備及び付加価値の高
い商品開発に必要な取組を支援する。

項 01 農業費

3,962千円 3,962千円 0 千円

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額

目 03 農業振興費

事 01 京野菜生産加速化事業

ほんまもん京ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ産地支援事業費補助金

不用額 執行率
部 農林水産部

100.0 %

(参考)当初予算額
農業振興課

0千円
課

3,962千円

学卒 野菜移植機 979千円 45% 440千円
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○環境保全型農業直接支払交付金

　※取組団体数：18団体

○環境保全型農業直接支払交付金事業推進事務費

　

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

成
果
・
課
題

　化学肥料・農薬の使用を低減し、地球温暖化防止や生物多様性保全につな
がる農業生産活動を支援することで、農業者における環境保全と環境意識の
向上につながった。

　化学肥料・化学合成農薬の使用を地域の慣行レベルから5割以上低減する活動
と合わせて、地球温暖化防止や生物多様性保全に効果の高い営農活動の取組に対
し、取組内容に応じて補助金を交付した。

7,061千円

取組内容 件数 面積 補助金額

5割低減＋カバークロップ 3件 873a 523千円

5割低減＋冬期湛水

5割低減＋秋耕 4件 985a 79千円

5割低減＋炭の投入 1件 300a 150千円

12件 5,132a

〔 02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興 〕

府補 環境保全型農業直接支払交付金（定額） 241千円

総合計画
基本計画

02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興

細
事

01 環境保全型農業直接支払交付金事業

主
な
財
源

府補

予
算
科
目

目
　
的

　地球温暖化防止や生物多様性保全に効果の高い営農活動等に取り
組む農業者を支援し、環境保全型農業の普及推進を図る。

項 01 農業費

7,302千円 7,506千円 204千円

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額

目 03 農業振興費

事 03 生物多様性を育む農業推進事業

環境保全型農業直接支払交付金（3/4以内）

不用額 執行率
部 農林水産部

97.2 %

(参考)当初予算額
農業振興課

11,461千円
課

5,296千円

2,772千円

5割低減＋長期中干し 4件 2,529a 202千円

241千円

　・消耗品費、通信運搬費、会場使用料及び賃借料

有機農業 6件 2,779a 3,335千円

合　　計 30件 12,598a 7,061千円
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○生物多様性を育む農業推進計画更新事業

　　令和3年3月更新、第3期計画期間：令和3年度～令和7年度

　・計画検討委員謝金

　　委員数：5人、検討委員会：2回実施

　・消耗品費主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

成
果
・
課
題

　検討委員会を２回開催し、（第3期）「京丹後市生物多様性を育む農業推
進計画」を策定することができた。今後、本計画に基づき、豊かな自然・農
村環境を後世にわたり維持・継続できるよう、広く生産者及び消費者に周知
を図り、持続可能な農業の発展を目指す。

42千円

40千円

2千円

目
　
的

　生物多様性を育む農業を推進し、持続可能な農業の発展を目指す
ため、第３期生物多様性を育む農業推進計画の更新を行った。

〔 02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興 〕

総合計画
基本計画

02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興

細
事

02 生物多様性を育む農業推進計画更新事業

主
な
財
源

予
算
科
目

(参考)当初予算額
農業振興課

事 03 生物多様性を育む農業推進事業 159千円
課

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額

項 01 農業費

42千円 43千円目 03 農業振興費

不用額 執行率
部 農林水産部

1千円

97.6 %
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＜「なりわい」づくり事業＞

○農村型小規模多機能自治推進事業補助金 　　実施主体 株式会社サナブレンド

＜新農山漁村コミュニティ形成事業＞ （京丹後市大宮町地域連携システム構成団体）

　　実施主体 豊栄まちづくり委員会　 　　補助金 3,000千円（事業費6,759千円）※3か年事業のうち3年目

　　補助金 150千円（事業費300千円）※3か年事業のうち2年目 　　事業内容　 京丹後市大宮町地域会議設立準備会が定めた地域ビジョン

　　事業内容　 ①地域ビジョン策定 に基づき、株式会社サナブレンドが事業実施した。移住促

②地域づくりセミナー「豊栄のみかた」の開催など 　 進や都市農村交流、集いの場づくりを推進するため、平成

30年度から奥大野地区にある古民家（木造2階建、延床面

　　実施主体 いやさか地域づくり準備会 積233.29㎡）を改修してゲストハウス整備を進めており、

　　補助金　 300千円（事業費612千円）※3か年事業のうち2年目 令和2年度は、ゲストハウスの改修を行った。

　　事業内容　 ①住民アンケートの実施と集計結果のパンフレットを配布 　（内装・設備工事、電気工事、消防設備工事ほか）

②いやさか地域づくり新聞の発行など

６次産業化・ブランド化で農林業を振興 〕

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

成
果
・
課
題

　過疎・高齢化、人口減少などの課題を抱える地域において、地域の連携体
が今後の地域の将来像を見据えながら、持続可能な地域づくりに繋がる取組
を支援することができた。

　農山漁村コミュニティ組織等が、地域の課題やニーズに応じて活動する事業に
対して補助金を交付した。

3,450千円 ：

： ：

： ：

：

：

：

：

総合計画
基本計画

02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興

細
事

01 農村型小規模多機能自治推進事業

主
な
財
源

府補

予
算
科
目

目
　
的

　過疎化・高齢化が進む農山漁村集落等が持続可能な地域づくりを
進めるため、地域コミュニティの組織化や地域活動を支援する。

〔 02

(参考)当初予算額
農業振興課

事 05 元気な農村地域づくり事業 3,600千円
課

3,450千円

項 01 農業費

3,450千円 3,450千円 0 千円

農村型小規模多機能自治推進事業費補助金

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額

目 03 農業振興費

不用額 執行率
部 農林水産部

100.0 %
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（2）人材活用対策事業

　　・宇川スマート定住促進員（龍谷大学生）の配置

　　・ＩＣＴ先進事例研究

　　・ウーバーアプリを使ったささえ合い交通や移動販売の支援

　　・アルベルゴ・ディフーゾの検討（日伊国際農泊シンポへの参加）

○農山漁村振興交付金（地域活性化対策）事業資金貸付金 　　　※アルベルゴ・ディフーゾ：地域に散らばっている空き家を活用し、

【宇川スマート定住促進協議会の取組内容】 　　　　　　　　　　　　　　　　建物単体ではなく、地域一体をホテル

■事業費　6,000千円 　　　　　　　　　　　　　　　　とするイタリア発祥の取組

■主な事業内容

（1）実証活動・普及啓発事業

　　・住民参加型ワークショップ「宇川LABO」の開催

　　・地域周遊パンフ（うかわたび）作成

　　・ＩＣＴを活用した朝市（宇川金曜市）の実証実験

　　・新しいモビリティ（電動車椅子）を活用したモデルツアーの開催

　　・移住希望者の支援（コーディネート）、空き家所有者への意向調査

　　・Wi-Fi環境を整備したシェアオフィスの試行

不用額 執行率
部 農林水産部

0 千円

100.0 %

06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額

01 農業費

6,000千円 6,000千円

元気な農村地域づくり事業 6,000千円
課

目 03 農業振興費

6,000千円農山漁村振興交付金事業資金貸付金元金収入

総合計画
基本計画

02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興

細
事

03 農山漁村振興交付金（地域活性化対策）支援事業

主
な
財
源

諸収入

予
算
科
目

(参考)当初予算額
農業振興課

事 05

款

項

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

成
果
・
課
題

○宇川スマート定住促進協議会を支援することにより、当該地区の課題解決
に向けた体制整備や実証活動をスムーズに行うことができた。
○過疎化・高齢化の進む当該地区では、ICTや空き家を活用した地域づくり
を目指しており、今後も当該実施主体の取り組む事業への伴走支援が必要で
ある。

2,500千円

6,000千円

3,500千円

　農林水産省の「農山漁村振興交付金（地域活性化対策・スマート定住条件強化
型）事業」の採択を受けて地域活性化に取り組む宇川スマート定住促進協議会
へ、交付金の支払いを受けるまでの事業資金を一時的に貸し付け、宇川地域の持
続可能な地域づくりと活性化を支援した。
　※国交付金収入後全額返還（金利なし）
　※事業期間：令和元年度～令和3年度

目
　
的

　魅力ある地域づくりを推進する団体に対し、農山漁村振興交付金
（地域活性化対策）事業貸付金を一時的に貸し付け、当該団体等の
活動の促進を図る。

〔 02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興 〕
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○農業者経営復興特別支援資金等助成事業補助金（2人）　　　　　640千円

事業対象者 ： 復興・継続支援資金を借り受けた者で、貸付決定通知等に

                   基づく償還開始まで継続して農業経営を行っており、かつ、

                   助成事業実施年度も継続して農業経営を行っているもの。

農業者経営復興特別支援資金等助成事業補助金

不用額 執行率
部 農林水産部

0 千円

100.0 %項 01 農業費

640千円 640千円目 03 農業振興費

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額

(参考)当初予算額
農業振興課

事 07 償還金助成事業 640千円
課

640千円

総合計画
基本計画

02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興

細
事

01 償還金助成事業

主
な
財
源

府補

予
算
科
目

目
　
的

　農業者の営農継続を支援するため、農業者経営復興特別支援金及
び農業経営継続資金の償還に対する助成を行う。

〔 02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興 〕

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

成
果
・
課
題

　営農者の災害復興後の営農継続に対し助成することで経済的負担の軽減を
図ることができた。
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○新型コロナウイルス対策緊急支援補助金 ○事業継続支援特別給付金

　　　交付件数：61件 　交付件数：13件

　　　事業内容：カラス獣害機導入、オンラインショップ・ネット販売開設、

　　　　　　　　新たな販路への代替出荷、代替作物の導入等

　　　　　　　　種苗、魚探、漁網等の導入等

○新型コロナウイルス対策内需拡大促進事業補助金

　　交付件数：110件

　　事業内容：次期作に向けた取組（各種農業機械導入、次期作農産物施肥等）

　　　　　　　農産物加工に向けた取組（漬物工場整備、パック商品開発等）

　　　　　　　販売・PRの取組（HP作成、加工品パッケージ等）

　　　　　　　種苗、魚探、漁網等の導入等

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

成
果
・
課
題

　新型コロナウイルス感染症の影響を受ける中、業績回復のための次期作の
作付けに向けた生産活動だけにとどまらず、新しい販路開拓や経営拡大のた
めの加工品開発や営業活動の取組などが実施され、国及び府の新型コロナウ
イルス感染症に伴う緊急経済対策とあわせて農林水産業者の収入維持及び中
長期的な支援につなげることができた。

5,813千円 1,800千円

47,970千円

　京都府中小企業等コロナウイルス対策緊急支援補助金と協調し、市内の農林
水産業者の影響拡大の防止や早急な業績回復に向けた取組を支援した。

　新型コロナウイルス感染症の影響により低迷する経済活動から、市内経済が
回復するために、市内の農林水産業者への緊急対策として実施し、感染拡大を
防止するための緊急的な対応や、中長期的な売上高の回復を目指す事業者の取
組を支援した。

　国の持続化給付金の対象とならない事業者に対して、市内の農林水産業者の
事業活動の継続を支援するために、事業全般を対象とする給付金を支給した。

〔 02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興 〕

総合計画
基本計画

02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興

細
事

01 農林水産業緊急支援事業

主
な
財
源

国補

予
算
科
目

目
　
的

　新型コロナウイルス感染症に伴う緊急経済対策として、市内農林
水産業者の減収への影響拡大の防止や、早急な業績回復に向けた取
り組みを支援する。

項 01 農業費

55,583千円 55,652千円目 03 農業振興費

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額

事 08 農林水産業緊急支援事業

新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症対応地方創生臨時交付金

不用額 執行率
部 農林水産部

69千円

99.8 %

(参考)当初予算額 農業振興課
海業水産課0千円

課

53,000千円
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○スマート農林水産業実装チャレンジ事業

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

成
果
・
課
題

　スマート農業用機械の整備により、労働強度の軽減及び労働力不足を解消
し、農作業の効率化と品質・生産性の向上を図ることができた。

　AI・ICT等の先端技術を有する機械を購入する団体、個人に対して、補助金を
交付した。

15,021千円

（単位：千円）

実施主体 事業内容 事業費 府補助率 府補助金
市補助金
（3％）

麻奈為米づく
りクラブ

コンバイン1台
（食味・収量セ
ンサ付き）

7,150 50% 3,575 214

鳥取良食味米
生産組合

コンバイン1台
（食味・収量セ
ンサ付き）

13,101 50% 6,550 393

〔 02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興 〕

総合計画
基本計画

02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興

細
事

01 ｽﾏｰﾄ農業実装ﾁｬﾚﾝｼﾞ事業

主
な
財
源

府補

予
算
科
目

目
　
的

　AI・ICT等先端技術（スマート技術）を有する機械の導入を支援
し、作業性と品質・生産性の向上を図る。

項 01 農業費

15,021千円 15,021千円 0 千円

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額

目 03 農業振興費

事 10 ｽﾏｰﾄ農業実装ﾁｬﾚﾝｼﾞ事業

ｽﾏｰﾄ農林水産業実装ﾁｬﾚﾝｼﾞ事業補助金

不用額 執行率
部 農林水産部

100.0 %

(参考)当初予算額
農業振興課

0千円
課

14,140千円

86

甲山良食味米
組合

田植機１台
（直進アシスト
機能付き）

4,316 50% 2,158 129

個人経営体
ドローン1台
（農薬散布用）

2,890 30% 867

59

合計 29,437
14,140 881

15,021

アグリ網野
田植機１台
（直進アシスト
機能付き）

1,980 50% 990
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○茶生産振興対策事業費補助金

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

成
果
・
課
題

　茶生産の省力化等に必要な機械の導入を支援したことにより、市内事業者
の作業負担の軽減・効率化と京丹後産茶の価値向上を図ることができた。

2,736千円

〔 02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興 〕

0千円
課

2,736千円

総合計画
基本計画

02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興

細
事

01 優良茶園振興事業

主
な
財
源

府補

予
算
科
目

目
　
的

　市内事業者に対して茶生産の省力化等に必要な機械の導入を支援
することで、京丹後産茶の価値向上を図る。

不用額 執行率
部 農林水産部

項 01 農業費

2,736千円 2,736千円 0 千円

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額

100.0 %

目 03 農業振興費 (参考)当初予算額
農業振興課

事 11 茶生産特別支援事業

茶業振興対策費補助金

（単位：千円）

京丹後市茶生産組合 乗用型摘採機１台 6,842 40% 2,736

事業費 府補助率 府補助金実施主体 事業内容
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＜活動実績＞

・認定農業者育成数 70人（新規15人、更新55人）

・農業法人育成数 3法人（新規）

・経営改善相談活動

相談活動日数 延べ100日

○農業技術者協議会活動経費 対象人数 延べ174人

・会計年度任用職員任用経費（1人、12か月） ※認定農業者数：174経営体（令和3年3月末）

・消耗品費

・通信運搬費

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

成
果
・
課
題

○認定農業者・集落営農等の担い手の育成及び農用地の利用集積の推進によ
り、農業振興に寄与することができた。
○引き続き地域農業の振興を図るため、新規認定農業者や認定農業者・集落
営農等の後継者を増加させるとともに、農業法人化を推進する必要がある。

　農業経営基盤強化促進法に基づく認定農業者の認定に係る審査機関である農業
技術者協議会において、個別具体的な経営基盤強化の推進について検討を行っ
た。
　また、認定農業者・集落営農等の担い手育成のため、農業経営改善支援セン
ターを中心に経営相談や経営改善計画の作成指導など、経営基盤強化の促進に資
する活動を行った。

：

：

：

1,859千円 ：

1,805千円

7千円

47千円

〔 02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興 〕

01 農業技術者協議会活動促進事業 2,068千円
課

総合計画
基本計画

02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興

細
事

01 農業技術者協議会活動促進事業

主
な
財
源

予
算
科
目

目
　
的

　農業経営基盤強化促進法に基づき、農業振興を図るために設置さ
れた京丹後市農業技術者協議会の活動を支援することにより、市内
全体の農業振興を図る。

不用額 執行率
部 農林水産部

項 01 農業費

1,859千円 1,910千円 51千円

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額

97.3 %

目 04 農政推進費 (参考)当初予算額
農業振興課

事
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（参考）中山間地域等直接支払制度事業補助金のうち加算措置の内訳

○中山間地域等直接支払制度推進事業事務経費

　・推進事務経費

　・確認事務経費

　・交付事務経費

○中山間地域等直接支払制度事業補助金（本体+加算金）

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

成
果
・
課
題

○農業生産条件の不利地域である中山間地域等において、協定農用地を設
定することにより、将来に向けた耕作放棄地の発生防止等に取り組む体制
づくりを進めることができた。
○各集落において農業者の高齢化が進行しているため、若手の担い手農家
育成や営農の広域化支援を進めながら、協定農用地の更なる拡充に取り組
む必要がある。

60千円

120千円

〔 02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興 〕

大宮町 　7（49ha） ― 9,626千円

網野町 1（5ha） 1（4ha） 1,941千円

丹後町 　8（65ha）

府補 中山間地域等直接支払制度事業補助金 211千円

総合計画
基本計画

02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興

細
事

01 中山間地域等直接支払制度事業

主
な
財
源

府補

予
算
科
目

目
　
的

　中山間地域等において、農業生産活動等の維持を通して耕作放棄
地の発生を防止し、農業・農地の多面的機能を確保する取組を支援
する。

50,794千円

項 01 農業費

67,937千円 68,102千円 165千円

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額

目 04 農政推進費

事 02 中山間地域等直接支払制度事業

不用額 執行率
部 農林水産部

99.7 %

(参考)当初予算額
農業振興課

68,460千円
課

中山間地域等直接支払制度事業補助金（3/4）

集落協定数 個別協定数 交付額（本体+加算）

峰山町 　5（40ha） ― 6,050千円

弥栄町 　3（39ha） ― 6,303千円

― 8,935千円

久美浜町 　22（190ha） ― 34,872千円

合計 　46（388ha） 1（4ha） 67,727千円

交付対象農用地 交付額集落名

3,000円/10a 309a 927千円

2,000円/10a 309a 618千円布袋野

67,727千円

210千円

30千円

　耕作放棄地の増加等に伴う農業・農地の多面的機能の低下が特に懸念される
中山間地域等において、農振農用地区域内の1ha以上の農地を対象とした5か
年（令和2年度～令和6年度）の協定を基に、中山間地域等に直接交付金を交
付した。

集落機能
強化加算

生産性
向上加算

布袋野

加算額
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○農地中間管理事業に関する受託業務 2,950千円

・会計年度任用職員任用経費（1人） 2,703千円

・消耗品費 247千円

○地域集積協力金交付事業交付金 33,234千円

○経営転換協力金交付事業 1,380千円

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

成
果
・
課
題

○地域との土地利用調整を適正に行い、農地中間管理機構に農地を貸し出
し、地域集積協力金を活用したことで担い手への農地集積を図ることができ
た。
○農地集積を円滑に図るため、地域で作成する「京力農場プラン」と連携し
た土地利用調整を効率的に進めていく必要がある。

久美浜町 佐野甲地区 16.9ha 4,738千円

丹後町 岩木地区 7.0ha 1,548千円

弥栄町 黒部地区 71.4ha 19,978千円

交付対象 対象面積 交付額

33戸 9.2ha 1,380千円

〔 02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興 〕

34,614千円

諸収入 農地中間管理機構事業等業務委託金 2,950千円

総合計画
基本計画

02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興

細
事

01 土地利用調整推進事業

主
な
財
源

府補

予
算
科
目

目
　
的

　一般社団法人京都府農業会議（農地中間管理機構）から農地中間
管理事業を受託し、担い手への農地集積や適正な農地の保全を図
る。

最終予算額

99.6 %

目 04 農政推進費 (参考)当初予算額
農業振興課

事 03 農地流動化対策事業 24,351千円
課

機構集積協力金交付事業費補助金（10/10）

不用額 執行率
部 農林水産部

01 農業費

37,564千円 37,698千円 134千円

項

款 06 農林水産業費 本年度決算額

123.8ha 33,234千円

町名 地区名 貸付面積 交付額

久美浜町 布袋野地区 16.6ha 3,652千円

久美浜町 女布地区 11.9ha 3,318千円

合　　　　計
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○京力農場プラン検討会活動経費 【令和2年度　京力農場プラン作成実績】

・消耗品費 70千円

※プラン作成地区数：77地区（令和3年3月末）

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

成
果
・
課
題

○担い手の確保・育成や農地集積計画などを総合的にまとめた「京力農場プ
ラン」を、新たに10地区（23集落）で作成したことにより、該当地域にお
ける将来の目指すべき姿、課題を明確にすることができた。
○引き続き、プランの新規策定と更新に取り組む地区等を支援する必要があ
る。

　農業経営者会議、農業委員会、京都府、京都農業協同組合などの関係機関
で組織する「京力農場プラン検討会」を設置し、集落や地域単位で作成され
た「京力農場プラン」について、検討及び審査を行った。

町　名 新規地区 更新地区（期間：5年間）

峰山町 新治地区 －

大宮町 谷内地区、河辺地区、中ノ谷団地 口大野団地

網野町 木津連合区、遊・掛津地区、郷地区 新庄地区

丹後町 竹野連合区 －

合　計 10地区（23集落） 4地区

弥栄町 吉沢地区

〔 02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興 〕

総合計画
基本計画

02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興

細
事

02 京力農場ﾌﾟﾗﾝ作成等事業

主
な
財
源

府補

予
算
科
目

目
　
的

　各地域が主体的に地域農業について議論を進めることで、担い手
への農地集積を促し、地域農業の競争力・体質強化を図る。

項 01 農業費

70千円 70千円 0 千円

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額

目 04 農政推進費

事 03 農地流動化対策事業

執行率
部 農林水産部

100.0 %

(参考)当初予算額
農業振興課

70千円
課

70千円

黒部地区

久美浜町 佐野甲地区 口三谷地区

京力農場ﾌﾟﾗﾝ作成事業費補助金（10/10）

不用額
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○新規就農研修資金償還金助成金

　・償還条件：償還期間は就農後10年（うち据置5年）、5年均等償還

　・支給要件：償還期間中は就農（雇用による就農は除く）していること

　・助成対象者：6人

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

成
果
・
課
題

　本市に新規就農した者の借受資金の償還の一部を助成することで、就農初
期の経済的負担の軽減を図ることができた。

　京都府就農研修資金を借り受けて就農研修を行った後、市内において新規就農
し、かつ就農時の年齢や就農形態が一定の要件を満たす者に対し、その償還金の
一部を助成した。

貸付決定
年　　度

貸付決定
金　　額

償還期間
単年度
償還額

助成率 単年度助成額

H22 3,600千円 H29～R3 720千円 2/3 480千円

2,560千円 H23 3,600千円 H30～R4 720千円 2/3 480千円

400千円

〔 02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興 〕

総合計画
基本計画

02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興

細
事

02 就農研修資金償還金助成事業

主
な
財
源

府補

予
算
科
目

目
　
的

　新規就農者の借受資金の償還を支援することにより、地域農業の
担い手確保及び育成を図る。

項 01 農業費

2,560千円 2,560千円 0 千円

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額

目 04 農政推進費

事 04 新規就農者育成事業

就農研修資金償還金助成事業費補助金（1/2以内）

不用額 執行率
部 農林水産部

100.0 %

(参考)当初予算額
農業振興課

2,560千円
課

1,280千円

H25 3,000千円 R2～R６ 600千円 2/3 400千円

H25 3,000千円 R2～R６ 600千円 2/3

2,560千円合計 19,200千円 3,840千円

400千円

H25 3,000千円 R2～R６ 600千円 2/3 400千円

H25 3,000千円 R2～R６ 600千円 2/3
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○農業次世代人材投資資金交付金（経営開始型） ○推進事務費

× ＝ ・事務用品、郵便代

× ＝ ・会計年度任用職員任用経費

× ＝ 　・農業次世代人材投資事業推進員（2人×12ヵ月）

× ＝ 　　（報酬、期末手当、共済費、費用弁償）

× ＝ 　・産休代替（1人×12ヵ月）

× ＝ 　　（報酬、期末手当、共済費、費用弁償）

× ＝ ・担当職員時間外手当

夫婦型（満額） （推進員活動内容） 交付対象者の報告書類の確認及び審査、

× ＝ 現地確認の調整、実施、中間評価会の調整、記録

※

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

成
果
・
課
題

○青年就農者に対して交付金を交付し、経営の不安定な就農初期の所得確保
を支援することで、就農意欲の喚起を図ることができた。
○引き続き関係機関と連携して営農指導・支援を行い、経営の安定化や認定
農業者への経営発展を図る必要がある。

41,686千円 6,852千円

全期交付（満額） 1,500千円／年 22人 33,000千円 55千円

全期交付（変動） 1,300千円／年 1人 1,300千円

全期交付（変動） 933千円／年 1人 933千円

6,500千円

全期交付（変動） 1,342千円／年

総合計画
基本計画

02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興

細
事

03 農業次世代人材投資事業

主
な
財
源

府補

予
算
科
目

目
　
的

　経営の不安定な就農初期の所得確保を支援するため、青年就農者
に交付金を交付し、就農意欲の喚起と就農後の定着を図る。

47,332千円

項 01 農業費

50,788千円 50,983千円 195千円

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額

目 04 農政推進費

事 04 新規就農者育成事業

農業次世代人材投資事業費補助金

不用額 執行率
部 農林水産部

99.6 %

(参考)当初予算額
農業振興課

52,104千円
課

全期交付（変動） 1,386千円／年 1人 1,386千円

全期交付（変動） 1,475千円／年 1人 1,475千円

〔 02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興 〕

1人 1,342千円

独立自営就農で、その就農時の年齢が50歳未満など、一定の要件を満たす
青年就農者に対し、年間最大150万円を交付する。就農2年目以降、前年
度所得が100万を超えた交付対象者は、交付額が変動型となる。交付期間
は、既に経営を開始している場合を除き、農業経営開始後5年間。今年度新
規採択者で、採択時期が遅い場合は半期分の交付となる。

半期交付（満額） 750千円／年 3人 2,250千円

全期交付 2,250千円／年 1組 2,250千円

3,766千円

2,734千円

297千円
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○滞在施設の管理経費 435千円

　・光熱水費（共同棟の水道、下水道、電気代） 121千円

　・火災保険料 32千円

　・テレビ受信料 56千円

　・テレビ解約・新規加入手数料 66千円

　・修繕料（給湯器修理） 160千円

　※令和2年度利用者数　6人

○学舎用地整備事業に係る負担金 9,380千円

　府営農業体質強化基盤整備促進事業負担金

　　府営農地耕作条件改善事業

　　事業費　：46,907千円（市負担率20％）

　　農地整備：周枳団地、芋野団地、鳥取2・3団地、善王寺団地、永留5団地

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

成
果
・
課
題

○農林水産業活性化推進事業に係る施設の維持管理費用を支出し、事業を円
滑に実施することができた。
○滞在施設は京丹後市内で農林水産業への新たな就業を目指す方を対象とし
た施設として利活用することとなったため、引き続き利用促進を図る必要が
ある。

目
　
的

　農林水産業への新たな就業者を確保し、地域産業の活性化を図る
ため、京丹後市内で農林水産業への就業を目指す方が使用する滞在
施設の維持管理を行い、国営開発農地に入植して安定的に農業生産
を行う担い手の育成を図る。

〔 02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興 〕

309千円

市債 農業経営実践型学舎用農地整備負担金事業債（合併特例債） 8,900千円

総合計画
基本計画

02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興

細
事

04 農林水産業活性化推進事業

主
な
財
源

使用料

予
算
科
目

(参考)当初予算額
農業振興課

事 04 新規就農者育成事業 2,300千円
課

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額

項 01 農業費

9,815千円 9,867千円目 04 農政推進費

農林水産業活性化推進滞在施設使用料

不用額 執行率
部 農林水産部

52千円

99.4 %
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○新規就農条件整備支援事業補助金

※補助期間は、3年

弥栄町

峰山町

丹後町

弥栄町

弥栄町

弥栄町

丹後町

久美浜町

9

981

1,053

1,573

1,026

293

314

400

307

3年目

3年目

3年目

2年目

2年目

13

長ネギ皮むき機、掘取機

1年目

1年目

1年目

2年目428

1,671

785

400

128

400

1,249

1,242

814

421

1年目

2年目

1年目

合　　計 13,914 3,967

10

11

12

トラクター、
野菜洗浄機ほか

トラクター、
ネギ皮むき機ほか

丹後町

1,422

弥栄町

大宮町

久美浜町

久美浜町

補助額

トラクター、運搬車ほか

トラクター、管理機ほか

トラクター、管理機ほか

トラクター

374

372

244

126

実施場所 事業内容（リース物件） 事業費

トラクター、
ラジコン動噴ほか

トラクター、
平高マルチほか

374

補助年数実施場所 事業内容（リース物件） 事業費

1,249
トラクター、

平高マルチほか

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

成
果
・
課
題

　新規就農者が就農初期に整備する農業機械・施設への投資負担を軽減する
ことができた。

3,967千円

（単位：千円）

番号 補助額 補助年数

1

2

3

4

5

7

6

トラクター、管理機ほか

トラクター、運搬車ほか

8 235 1年目パイプハウス

（単位：千円）

番号

〔 02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興 〕

総合計画
基本計画

02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興

細
事

05 新規就農条件整備支援事業

主
な
財
源

繰入金

予
算
科
目

目
　
的

　新規就農者の就農時又は経営が不安定な就農初期における農業用
機械、施設等の整備に係る費用を支援し、地域農業の新たな担い手
の確保・育成を図る。

項 01 農業費

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額

目 04 農政推進費

事 04 新規就農者育成事業

ふるさと応援基金繰入金

不用額 執行率
部 農林水産部

100.0 %

(参考)当初予算額
農業振興課

3,842千円
課

2,000千円

3,967千円 3,967千円 0 千円
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○集落営農法人経営力強化事業補助金

　　補助率：農地集積助成金交付額　9千円/10a

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

成
果
・
課
題

○担い手が不足する地域をけん引する集落営農組織を支援することにより、
効率的な営農継続につながる体制強化を図ることができた。
○事業要望のある組織に関しては、補助要件である「京力農場プラン」の策
定段階から、法人化等に向けた検討を関係機関や該当地域と連携しながら進
める必要がある。

　「京力農場プラン」に基づいて、集落（地域）の農地を集積し、作業効率の向
上に取り組む集落営農組織に対して補助金を交付した。

1,494千円

事業主体 地　　区 事業面積 補助金額

農事組合法人
田吾作

久美浜町布袋野 1,660a 1,494千円

〔 02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興 〕

総合計画
基本計画

02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興

細
事

02 集落営農法人経営力強化事業

主
な
財
源

府補

予
算
科
目

目
　
的

　「京力農場プラン」に基づき集落営農組織等が取り組む農地集
積・経営基盤強化に係る体制整備を支援し、地域農業の維持・発展
を図る。

項 01 農業費

1,494千円 1,494千円 0 千円

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額

目 04 農政推進費

事 06 新集落営農総合対策事業

集落営農法人経営力強化事業費補助金

不用額 執行率
部 農林水産部

100.0 %

(参考)当初予算額
農業振興課

1,350千円
課

1,494千円
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○集落営農ビジネス支援事業補助金

実施地域

　商品開発や販路の開拓等の取り組みや、農産物生産用機械等の導入を支援し
た。

4,647千円

事業主体 事業内容 事業費 補助率 補助金額

農事組合法人
楽農くらがき

　コンバイン
　新商品開発費
　販売PR費

8,839千円
府50％
市 ３％

4,647千円
大宮町
奥大野

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

成
果
・
課
題

　集落営農組織等への支援により、新たな販路の開拓など、経営の多角化の
取組を推進することができた。

4,407千円集落営農ﾋﾞｼﾞﾈｽ支援事業費補助金細
事

04 集落営農ﾋﾞｼﾞﾈｽ支援事業

主
な
財
源

府補

02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興

予
算
科
目

目
　
的

　集落営農組織等を支援し、多様な担い手が活躍するための経営の
多角化の取組を推進する。

執行率
部 農林水産部

項 01

〔 02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興 〕

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額

総合計画
基本計画

100.0 %

目 04 農政推進費 (参考)当初予算額
農業振興課

事 06 新集落営農総合対策事業 4,250千円

農業費

4,647千円 4,647千円 0 千円
課

不用額
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○地域農業振興事業補助金 ○1次産品活用アドバイザー活動経費（1人、謝金・旅費）

（単位：千円） ○出張旅費

・茶業振興（宇治市他）、米ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ化振興（亀岡市他）等

・有料道路通行料

○京丹後・農×食ONLINE LIVE 開催経費

　日程：令和2年10月26日

　・生産者出演謝金（3人）

　・試食用食材費・消耗品費

　・会場関係経費（白布クリーニング、モバイルwi-fiレンタル）

○米ブランド化販売促進経費（ご当地米リストパネル印刷）

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

成
果
・
課
題

○市内農業者が農作業の効率化につながる機械等を導入したことにより、生
産強化と経営規模拡大につながった。
○イベント等を通じて農産物をPRし、広く情報を発信することができた。

3,259千円 54千円

46千円

事業名
実施

主体数
事業内容 総事業費 補助金額

15千円

31千円

経営規模拡大支援
事業

7
田植機、トラク
ター籾摺り機等の
購入

7,861 2,362
41千円

合　　計 13 14,392 3,259

〔 02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興 〕

府補 きょうと地域連携交付金（地域農業振興・ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ推進事業） 1,000千円

総合計画
基本計画

02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興 繰入金 ふるさと応援基金繰入金 2,000千円

細
事

01 地域農業ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ推進事業

主
な
財
源

国補

予
算
科
目

目
　
的

　農業者の所得向上のため、市内農産物の生産強化及び流通販売の
取組を支援するとともに、農産物をPRし、地産地消の推進及び農産
物の販売促進を図る。

項 01 農業費

3,416千円 3,559千円 143千円

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額

目 04 農政推進費

事 11 地域農業ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ推進事業

地方創生推進交付金

不用額 執行率
部 農林水産部

95.9 %

(参考)当初予算額
農業振興課

5,578千円
課

25千円

26千円

8千円

永年性作物等導入
支援事業

1 梨苗木の導入 176 88
7千円

16千円

共同利用機械等導
入支援事業

5
コンバイン、溝切
機等の購入

6,355 809
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○地域商社支援事業費補助金 ・試験配送

㈱丹後王国ブルワリー

令和2年10月から令和5年3月まで

　＜主な経費内訳＞ 事業実施額

（うち24,000千円を市が補助）

・調査、計画策定（調査結果分析、郵便代等） ・流通体制整備

・試験配送、流通体制整備等（車両リース、冷蔵庫等）

・販路拡大、情報発信等（ECサイト整備等）

・その他（営業人件費、管理費等）

・販路拡大、情報発信

　＜主な事業内訳＞ 　販路拡大としてECサイト構築や情報発信等を行った。

・調査、計画策定

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

成
果
・
課
題

○3か年事業を行う事業者を選定し、市内外の資源やニーズの調査、運送体
制の整備を行い、令和3年度及び令和4年度に向けた事業計画を策定するこ
とができた。
○引き続き地域商社が実施する京丹後産の農林水産物の安価な配送、販路開
拓（ECサイトやふるさと納税分野の拡充）、給食や旅館等域内流通の強
化、観光等分野との連携について支援をしていく。

24,000千円

実施主体 ：

〔 02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興 〕

26,527千円

701千円

13,656千円

3,222千円

8,948千円

　認定農業者や新規就農者など市内農家113軒、京阪神や首都圏の小売店や
飲食店、宿泊施設等32軒に対して、流通実態や京丹後産農産物の取引状況、
ニーズ等の調査を実施し、その調査結果を分析した上で、2年目以降の事業
計画を策定した。

実施期間 ：

総合計画
基本計画

02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興

細
事

02 地域商社支援事業

主
な
財
源

国補

予
算
科
目

目
　
的

　農産物を中心に地域資源を束ね、新たな販路を拡大し、市内・都
市部へ販売するとともに、新たな流通体制、加工品開発や観光等異
分野との連携を進め、地域経済の活性化を図ることを目的とする。

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額

目 04 農政推進費

事 11 地域農業ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ推進事業

100.0 %

(参考)当初予算額
農業振興課

0千円
課

12,000千円

項 01 農業費

24,000千円 24,000千円 0 千円

地方創生推進交付金

不用額 執行率
部 農林水産部

　市内農家33軒と百貨店や飲食店等22軒との直接取引について農産物輸送
（米、野菜、果物）を無料で行い、集荷状況の把握や配送ルート選定、所要時
間等の確認を行った。
　また、大型輸送の試験配送として、JA各店舗へ集荷された農産物をJAの直
売所であるたわわ朝霧（亀岡市）への定期運送試験を行った。（令和2年12月
～令和3年3月、週3便、計40便、配達荷物1,902個）

　集荷配送拠点に大型冷蔵庫、エアコン等を導入し、低温度での集荷配送体制
を整備した。
　また、新規に保冷運搬車（2t、2台）をリース導入し、運送業の体制を整備
した。
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○経営所得安定対策等推進事業に係る経費

・職員時間外勤務手当

・会計年度任用職員任用経費（2人）

・経営所得安定対策推進謝金（183集落）

・転作現地確認謝金（53集落）

・事務等経費

　（旅費、消耗品費、燃料費、印刷製本費、郵送料ほか）

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

成
果
・
課
題

　経営所得安定対策等制度への加入促進や交付金の受領等、各種事務を適切
に行うことで、多くの農業者が安心できる農業経営に寄与できた。

7,968千円

578千円

4,797千円

1,337千円

197千円

1,059千円

〔 02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興 〕

総合計画
基本計画

02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興

細
事

01 水田農業振興推進事業

主
な
財
源

府補

予
算
科
目

目
　
的

　経営所得安定対策等を円滑に実施し、農家の経営安定を図ること
により、農業の振興を推進する。

項 01 農業費

7,968千円 8,195千円 227千円

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額

目 05 水田農業振興費

事 01 水田農業振興推進事業

経営所得安定対策推進事業費補助金

不用額 執行率
部 農林水産部

97.2 %

(参考)当初予算額
農業振興課

8,945千円
課

7,968千円
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○「京の米」生産イノベーション事業補助金

※府補助率のうち50％は、スマート機能付き機械

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

成
果
・
課
題

　特別栽培米に必要な機械の導入を支援することにより、作業の効率化が図
られ、特別栽培米の作付面積の拡大につながった。

　特別栽培米の作付面積の拡大を図るため、生産に必要な農業用機械の導入に対
して補助金を交付した。

事業実施主体 事業内容 事業費
補助率
（府）

補助率
（市）

補助金額

事業実施主体 事業内容 事業費
補助率
（府）

補助率
（市）

補助金額
佐野特栽米組合 田植機 3,878千円 50% 3% 1,938千円

農事組合法人
アグリ竹藤

田植機

〔 02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興 〕

総合計画
基本計画

02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興

細
事

01 ｢京の米｣生産ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ事業

主
な
財
源

府補

予
算
科
目

目
　
的

　特別栽培米等の生産に必要な農業用機械等を導入する農業者で組
織する団体、農業生産法人等を支援し、環境に配慮した商品価値の
高い米づくりを推進する。

項 01 農業費

23,143千円 23,143千円 0 千円

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額

目 05 水田農業振興費

事 02 京の水田農業総合対策事業

｢京の米｣生産ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ事業補助金

不用額 執行率
部 農林水産部

100.0 %

(参考)当初予算額
農業振興課

21,968千円
課

21,831千円

3,516千円 50% － 1,598千円
4,134千円

小町の里生産
組合

選別機、乾燥
機、コンバイン

5,140千円 40% 3% 2,210千円

岩木営農組合 コンバイン 7,800千円 50% 3%

23,143千円

アグリ網野 コンバイン 9,880千円 40% 3% 4,247千円

合　計 52,015千円

2,118千円

農事組合法人Ｇ
ファーム

コンバイン 9,130千円 40% 3% 3,569千円

アグリ羽衣
色彩選別機

乾燥機
4,928千円 40% 3%

1,394千円

溝谷コンバイン
組合

色彩選別機
計量器

4,500千円 40% 3% 1,935千円

五十河小町
ファーム

色彩選別機
米選機

3,243千円 40% 3%
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飼育状況調査の実施や家畜防疫等、畜産振興に必要な事務を実施した。

○畜産振興に係る経費

・消耗品費

○京都府畜産振興協会会費

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

成
果
・
課
題

　円滑な畜産行政事務及び畜産振興の推進を図ることができた。

3千円

30千円

目
　
的

　円滑な畜産行政事務及び畜産振興の推進を図る。

〔 02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興 〕

総合計画
基本計画

02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興

細
事

01 畜産振興一般経費

主
な
財
源

予
算
科
目

(参考)当初予算額
農業振興課

事 50 畜産振興一般経費 40千円
課

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額

項 01 農業費

33千円 40千円目 06 畜産業費

不用額 執行率
部 農林水産部

7千円

82.5 %
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○久美浜総合交流販売施設（くみはまSANKAIKAN）

　・京丹後市久美浜総合交流販売施設指定管理料

　・駐車場用地借上料（2,724㎡）

　・レストラン空調設備改修

　・冷凍冷蔵庫入替工事

○その他農業関連施設管理経費

　・火災保険料

　・除草作業委託料

　　（弥栄都市農村交流実践施設（もんやこ））

　・ごみ処理手数料

　・農家住宅修繕料

○近畿「道の駅」連絡会会費

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

成
果
・
課
題

○農業関連施設の空調設備改修及び販売設備更新を行うなど、安全で快適な
施設管理を図ることができた。
○道の駅くみはまSANKAIKANについては、新型コロナウイルス感染症の
感染拡大防止のため、施設へ休業を要請するなど状況に応じた施設運営が必
要であった。

4,137千円

1,040千円

379千円

755千円

1,963千円

258千円

209千円

32千円

3千円

14千円

47千円

〔 02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興 〕

諸収入 市有建物火災保険料負担金 4千円

総合計画
基本計画

02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興

細
事

01 農業関連施設管理運営事業

主
な
財
源

使用料

予
算
科
目

目
　
的

　農業関連施設の適切な維持管理を行うことにより、農業振興を図
る。

項 01 農業費

4,442千円 4,568千円 126千円

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額

目 07 農業関連施設費

事 02 農業関連施設管理運営事業

貸付農家住宅使用料

不用額 執行率
部 農林水産部

97.2 %

(参考)当初予算額
農業振興課

808千円
課

254千円
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○京丹後市久美浜総合交流販売施設

・工事設計・工事監理業務委託

・工事請負費

・し尿汲取手数料

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

成
果
・
課
題

　久美浜総合交流販売施設（くみはまSANKAIKAN）のトイレの洋式化を
行うことで、「道の駅」としての機能向上及び利用者の利便性の向上につな
がった。

　久美浜総合交流販売施設（くみはまSANKAIKAN）について、トイレの洋式
化を行った。

4,405千円

440千円

3,960千円

5千円

目
　
的

　農業関連施設の適切な維持管理を行うことにより、農業振興を図
る。

〔 02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興 〕

総合計画
基本計画

02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興

細
事

01 農業関連施設管理運営事業（繰越）

主
な
財
源

予
算
科
目

(参考)当初予算額
農業振興課

事 02 農業関連施設管理運営事業 5,204千円
課

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額

項 01 農業費

4,405千円 5,204千円目 07 農業関連施設費

不用額 執行率
部 農林水産部

799千円

84.6 %
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農園宿泊施設（ラウベ）と周辺施設等の維持管理を行った。

○需用費

　消耗品費、燃料代（」・消耗品費、燃料代（除雪機・草刈り機）、電気代

・修繕料

○役務費

・郵送料、浄化槽法定検査料、水質検査料

・ケーブルテレビ一時停止手数料、火災保険料　等

○委託料

・浄化槽等保守点検、浄化槽維持管理、施設ごみ運搬

・施設内清掃・美化、草刈り作業、除雪作業　　等

○土地借上料（3,475㎡）

○工事請負費（外壁塗装工事：5棟分）

６次産業化・ブランド化で農林業を振興 〕

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

成
果
・
課
題

○都市部からの使用者が滞在する宿泊施設及び共用部分の維持管理を実施し
た。
○外壁塗装工事を実施し、安全で快適な施設の維持管理を図ることができ
た。

1,480千円

149千円

2,067千円

147千円

2,178千円

総合計画
基本計画

02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興

細
事

01 ｸﾗｲﾝｶﾞﾙﾃﾝ管理運営事業

主
な
財
源

使用料

予
算
科
目

目
　
的

　蒲井・旭地域振興計画に基づき整備した施設の維持管理を行い、
短期型から滞在型観光への転換を目指し、農村と都市との交流を図
り農業振興と地域活性化に資する。

〔 02

(参考)当初予算額
農業振興課

事 03 ｸﾗｲﾝｶﾞﾙﾃﾝ管理運営事業 7,881千円
課

4,613千円

項 01 農業費

6,021千円 6,242千円 221千円

市民農園使用料

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額

目 07 農業関連施設費

不用額 執行率
部 農林水産部

96.4 %
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＜丹後王国「食のみやこ」来園者数＞

○丹後王国「食のみやこ」運営費負担金

※令和2年度は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により大幅減

○火災保険料（展望台、昆虫館、売店）

○土地借上料（臨時駐車場等：弥栄町鳥取地内）

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

成
果
・
課
題

○丹後王国「食のみやこ」の運営を支援することにより、丹後地域の活性化
に寄与することができた。
○農商工観連携の重要拠点としての利用促進が図れるよう支援する必要があ
る。
○新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、休園、時短営業、多く
のイベント開催の中止等の影響により、令和2年度の入園者数は対前年度約
40%となった。

　丹後王国「食のみやこ」の運営に対して負担金を支出するとともに、関連施設
の維持管理経費を支出した。

28,640千円

内　　　　訳 金　　額

　財団運営人件費等負担分 4,000千円

　施設維持管理費負担分 12,000千円

   集客営業・広報業務費負担分 12,640千円

30千円

254千円

〔 02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興 〕

繰入金 ふるさと応援基金繰入金 10,000千円

総合計画
基本計画

02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興

細
事

01 丹後王国｢食のみやこ｣支援事業

主
な
財
源

使用料

予
算
科
目

目
　
的

　丹後王国「食のみやこ」の運営を支援し、利用促進を図る。

45千円

項 01 農業費

28,924千円 28,928千円 4千円

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額

目 07 農業関連施設費

事 04 丹後王国｢食のみやこ｣支援事業

不用額 執行率
部 農林水産部

99.9 %

(参考)当初予算額
農業振興課

28,928千円
課

公有財産使用料

平成27年度 525,566人 平成28年度 474,308人

平成29年度 398,960人 平成30年度 368,991人

令和元年度 367,912人 令和２年度 162,129人
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・小規模土地改良事業補助金　

補助率： 補助対象費の2/3

上限額： 補助対象事業費が原材料費又は機械経費　20万円

補助対象事業費が原材料費と機械経費　　30万円

（単位：千円）

農林水産部
項 01 農業費

345千円 400千円 55千円
予
算
科
目

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額

86.2 %

目 09 農地費 (参考)当初予算額
課

不用額 執行率
部

農林整備課
事 01 小規模基盤整備事業 1,100千円

細
事

01 小規模土地改良事業

主
な
財
源

総合計画
基本計画

02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興

目
　
的

　農業用水路等の老朽化が進む中、地区等が行う維持管理の効率的
な取組を支援し、農地、農業用施設等の改良、維持、保全及び復旧
を図る。

〔 02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興 〕

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

　各地区及び農業団体が実施した小規模な農業用施設の維持管理に対して、機械
借上代、原材料費を対象に補助金を交付した。

地　域 箇所数 事業費 補助金

網野町 1 68 45

久美浜町 1 547 300

合　計 2 615 345

成
果
・
課
題

　農業用施設等の改良、維持、保全及び復旧を支援することができた。
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府道改良工事に伴い支障となる農業用水管の移設工事を行った。

○工事請負費

　・竹野沖田農業用水管移設工事 ■令和3年度への明許繰越事業

　 管布設（φ450～75）　L=472.5m ○竹野沖田農業用水管移設工事（令和3年5月完成）

農林水産部
項 01 農業費

9,400千円 24,827千円 15,427千円
予
算
科
目

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額

37.8 %

目 09 農地費 (参考)当初予算額
課

不用額 執行率
部

農林整備課
事 01 小規模基盤整備事業 32,498千円

細
事

02 小規模農業基盤整備事業

主
な
財
源

総合計画
基本計画

02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

参考
繰越明許費を除いた最終予算額 9,400千円

9,400千円

目
　
的

　府道改良工事の支障物件となる農業用水管の移設を行うことによ
り、農業生産性の向上と農業経営の安定を図る。

〔 02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興 〕

15,427千円

成
果
・
課
題

　府道改良工事の支障物件となる農業用水管の移設により、農業経営の安定
と施設の保全に資することができた。

実質的な予算執行率 100.0%
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○多面的機能支払交付金 ○償還金利子及び割引料（過年度府支出金返還金）

　　農地維持活動と資源向上活動を行う組織に対し、交付金を交付 　　対象農用地面積が減少した分の交付金を府へ返還したもの（17組織）

　　① 農地維持支払及び資源向上支払（共同） 　　事業期間終了組織の交付金残額を府へ返還したもの（3組織）

　　② 資源向上支払（長寿命化） ○多面的機能支払交付金事業活動推進費

　　③ 組織の広域化、体制強化加算 　　事業の推進及び実施状況確認事務に要する経費を支出

　　・会計年度任用職員任用経費（2人、10ヵ月分）

　　＜参考＞ 令和2年度の取組状況 　　・職員手当等（時間外勤務手当・休日勤務手当）

　　・旅費（普通旅費）

　　・需用費（消耗品費、リース車燃料代、リース車修繕料）

　　　 ※①と②と③の交付を受けているもの 　1組織 　　・役務費（通信運搬費、自動車損害保険料）

　　　　 ①と②の交付を受けているもの 85組織 　　・使用料及び賃借料（自動車借上料）

　　　　 ①又は②のどちらかの交付を受けているもの 11組織

　【交付金の対象活動】

　　農地維持支払…農業を支える共用設備の基礎的な保全活動を支援

　　資源向上支払(共同)…共用設備の軽微な補修等の共同作業や環境活動を支援

　　資源向上支払(長寿命化)…共用設備の補修・更新等の長寿命化の作業を支援

　　組織の広域化、体制強化加算…集落等から構成される協定に基づく組織設

　　　　　　　　　　　　　　　　立を支援

農林水産部
項 01 農業費

208,525千円 208,589千円 64千円
予
算
科
目

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額

多面的機能支払交付金（3/4）

99.9 %

目 09 農地費 (参考)当初予算額
課

不用額 執行率
部

農林整備課
事 03 多面的機能支払交付金事業 201,137千円

細
事

01 多面的機能支払交付金事業

主
な
財
源

府補 156,664千円

諸収入 過年度多面的機能支払交付金返還金 533千円

総合計画
基本計画

02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興 諸収入 市有自動車損害共済金 197千円

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

204,440千円 533千円

80千円

久美浜町 計 10千円

目
　
的

　農地、水路等の資源を含む農村環境の保全活動、施設の長寿命化
のための活動を行う農業者団体等を支援し、地域主体の保全管理等
の取組の強化・拡大を図る。

〔 02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興 〕

124,336千円

80,024千円 3,552千円

1,498千円

551千円

峰山町 大宮町 網野町 丹後町 弥栄町

13組織 8組織 10組織 9組織 14組織 43組織 97組織 884千円

125千円

484千円

成
果
・
課
題

○活動組織の取組により農業用施設の維持、整備や環境保全の強化等の活動
が展開された。
○高齢化や人材不足により共同活動や各種事務書類作成が困難な組織も増加
傾向にあることから、行政からの事務支援や地域間連携を進める「組織の広
域化」の推進等が必要である。
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○負担金、補助及び交付金

　・尾和用水路設備管理費負担金

　・農道台帳管理負担金

○会計年度任用職員任用経費（2人） 　・京都府土地改良事業団体連合会賦課金

　・丹後土地改良区賦課金

○普通旅費 　・村前川防潮樋門電気代負担金

　・川﨑川防潮樋門電気代負担金

○需用費（参考図書・コピー代・燃料費・公用車修繕料等） 　・久住営農飲雑用水施設整備事業借入償還補助金

　　平成9年度借入分 償還額 (令和４年度完了予定)

○役務費（自動車損害保険料） 　　平成10年度借入分 償還額 (令和５年度完了予定)

○使用料及び賃借料

（図面コピー機借上料・土木積算システム借上料、ソフトウェア使用料等）

○償還金、利子および割引料

農林水産部
項 01 農業費

8,488千円 8,637千円 149千円
予
算
科
目

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額

98.2 %

目 09 農地費 (参考)当初予算額
課

不用額 執行率
部

農林整備課
事 50 農地一般経費 8,297千円

細
事

01 農地一般経費

主
な
財
源

総合計画
基本計画

02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興

目
　
的

　農業農村整備事業を円滑に推進するための施設管理・研修・支援
及び京都府土地改良事業団体連合会への負担金等の一般経費。

〔 02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興 〕

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

　農業農村整備事業を円滑に進めるため、必要な事務を実施するとともに、関係
団体へ負担金及び補助金を交付した。

2,735千円

4,324千円 1,032千円

82千円

13千円

83千円

221千円 47千円

831千円

68千円

492千円 592千円

4,213千円 334千円

3千円

成
果
・
課
題

○施設管理・支援事業を行うことで、農業農村整備事業を円滑に推進するこ
とができた。
○地元区や農家の借入金に対して補助金を交付することで、負担軽減を図る
ことができた。

3,248千円 258千円

867千円
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府営ため池等整備事業に対して負担金を支出した。

○ため池等整備事業負担金

【菅地区】

事業費

市負担金 80,000千円 × 12% ＝

地元負担金 80,000千円 ×   3% ＝

[府営事業の主な実施内容]

工事用道路設置

事業期間：令和元年度～令和４年度

○府営土地改良事業分担金返還金

（平成30年度府営ため池等整備事業大山地区）

ため池等整備事業分担金

不用額 執行率
部 農林水産部

項 01 農業費

12,152千円 12,152千円 0 千円

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額

100.0 %

目 10 府営土地改良事業費 (参考)当初予算額
農林整備課

事 03 ため池等整備事業 12,000千円
課

2,400千円

市債 ため池等整備負担金事業債（合併特例債） 9,100千円

総合計画
基本計画

02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興

細
事

01 ため池等整備事業

主
な
財
源

分担金

予
算
科
目

目
　
的

　上すべ内池及び下すべ内池（峰山町菅地区）の改修工事を府営事
業により実施し、災害の未然防止及び維持管理の軽減を図る。

〔 02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興 〕

○令和2年度に予定していた工事を完了することができた。
○施設の早期完成に向け京都府と一体となり事業を推進する必要がある。

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

12,000千円

12,000千円

80,000千円

9,600千円

2,400千円

152千円

成
果
・
課
題
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[主な実施内容] 実施設計、ほ場整備工事

○府営土地改良事業分担金返還金

【女布地区】 事業期間　平成29年度～令和4年度 （平成30年度府営農業競争力強化基盤整備事業上宇川地区）

○換地処理事務に係る経費

・換地委員謝金（7人） ・換地業務委託料 【平田地区】 事業期間　令和２年度～令和7年度

○府営農業競争力強化基盤整備事業負担金 ○換地処理事務に係る経費

事業費 28,520千円 ・換地委員謝金（14人） ・換地業務委託料

市負担金 28,520千円 × 10% ○府営農業競争力強化基盤整備事業負担金

地元負担金 28,520千円 × 7.5% 事業費 64,000千円

[主な実施内容] ほ場整備工事及び揚水機場工事 市負担金 64,000千円 × 10%

○府営土地改良事業分担金返還金 地元負担金 64,000千円 × 7.5%

（平成30年度府営農業競争力強化基盤整備事業女布地区） [主な実施内容] 実施設計

【上宇川地区】 事業期間　平成29年度～令和5年度

○府営農業競争力強化基盤整備事業負担金

事業費 225,000千円

市負担金 225,000千円 × 10%

地元負担金 225,000千円 × 7.5%－455千円（減免）

※地元負担金の減免は、電柱移転によるもの

農林水産部
項 01 農業費

73,333千円 73,334千円 1千円
予
算
科
目

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額

農業競争力強化基盤整備事業分担金

99.9 %

目 10 府営土地改良事業費 (参考)当初予算額
課

不用額 執行率
部

農林整備課
事 05 農業競争力強化基盤整備事業 50,048千円

細
事

01 農業競争力強化基盤整備事業

主
な
財
源

分担金 23,359千円

府委 換地業務委託金 10,230千円

総合計画
基本計画

02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興 諸収入 府営土地改良事業市町村負担金返還金 7,991千円

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

　府営農業競争力強化基盤整備事業に対し、負担金を支出した。また、京都府か
らの委託により、換地処理事務を行った。 4,735千円

323千円

81千円 242千円

4,991千円 9,908千円

30,100千円

目
　
的

　久美浜町女布、丹後町上宇川、久美浜町平田地区において、ほ場
の大区画化と用水路等の改修を実施し、営農労力の節減と収益性の
高い農業経営の実現を図る。

〔 02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興 〕 市債 農業競争力強化基盤整備負担金事業債（合併特例債）

2,142千円 7,766千円

＝ 2,852千円 11,200千円

＝ 2,139千円

＝ 22,500千円

＝ 16,420千円

＝ 6,400千円

3,256千円 ＝ 4,800千円

成
果
・
課
題

○久美浜町女布、丹後町上宇川、久美浜町平田地区において、令和2年度に
予定していた実施設計及びほ場整備工事等を実施することができた。
○今後も、工事の実施に向け地域と協力しながら進めていく必要がある。

38,920千円
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○土地改良施設診断指導（8か所）

峰山町赤坂（水路2路線）　大宮町河辺（水路）　大宮町三重（ため池）

弥栄町吉沢（揚水機場）　弥栄町黒部（揚水機場）　久美浜町芦原（揚水機場）

久美浜町三分（井堰）

○需用費 千円

○工事請負費 千円

・令和2年度有田池改修工事

○土地改良施設維持管理適正化事業賦課金（4地区） 千円

農林水産部
項 01 農業費

16,361千円 16,368千円 7千円
予
算
科
目

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額

土地改良施設維持管理適正化事業分担金

99.9 %

目 11 団体営土地改良事業費 (参考)当初予算額
課

不用額 執行率
部

農林整備課
事 02 土地改良施設維持管理適正化事業 16,335千円

細
事

01 土地改良施設維持管理適正化事業

主
な
財
源

分担金 1,264千円

諸収入 土地改良施設維持管理適正化事業費補助金 12,150千円

総合計画
基本計画

02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興

目
　
的

　造成した事業資金を基に計画的に施設を整備し、老朽化した土地
改良施設の適正な維持管理と農業経営の安定に資する。

〔 02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興 〕

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

　土地改良施設の適正な維持管理により、施設の長期有効利用と持続的な農業経
営の安定を図るため、施設の診断指導を実施した。
　土地改良施設維持管理適正化事業加入地区の事業実施に向け、必要な資金を賦
課金として京都府土地改良事業団体連合会に拠出した。
　安定した農業用水の供給を図るため、老朽化した有田池の取水施設及び堤体護
岸の改修工事を実施した。

15

13,508

2,838

地区名 施設名 支払年度 工事実施年度 拠出額(千円)

成
果
・
課
題

○ため池の整備を実施し、農業用水の安定確保及び維持管理労力の軽減を図
ることができた。
○適正な維持管理を目的に5年以内に整備補修を行う事業であり、計画的な
施設整備のため、今後も適正化事業への加入に向けた取組を検討していく必
要がある。

網野町 俵野畑かん施設 H28～R2 H29 1,023

弥栄町 小南谷池1号2号 R2～R6 R5 693

峰山町 有田池 H29～R3 R2 891

網野町 俵野畑かん施設 R2～R6 R3 231
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○職員給与及び手当等 ■令和3年度への明許繰越事業

○旅費（出張旅費） ○尾和用水改修事業（令和3年5月末完了）

○需用費（事務用品・燃料費）

○使用料及び賃借料（有料道路通行料） ※国補助については、繰越事業完了後に交付される。

○工事請負費

・尾和用水改修工事（上野工区その5）　前払金

・尾和用水緊急修繕工事その1

・尾和用水緊急修繕工事その2

○負担金

・高田橋共同橋下部工負担金

・高田橋共同橋上部工設計負担金

農林水産部
項 01 農業費

11,691千円 121,182千円 109,491千円
予
算
科
目

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額

9.6 %

目 11 団体営土地改良事業費 (参考)当初予算額
課

不用額 執行率
部

農林整備課
事 09 宇川地区農業用施設改修事業 127,914千円

細
事

01 宇川地区農業用施設改修事業

主
な
財
源

総合計画
基本計画

02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

  安定した農業用水の供給を図るため、老朽化により通水機能が低下した取水
施設及び農業用水路の改修工事を行った。

参考
繰越明許費を除いた最終予算額 12,714千円

342千円

7,610千円

目
　
的

　施設の老朽化により維持管理が困難な状況であるため、用水路及
び取水施設の改修を行うことにより、農地の保全及び農業経営の安
定を図る。

〔 02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興 〕

実質的な予算執行率 92.0%

24千円

10,195千円

293千円

40千円 108,468千円

179千円

618千円

1,298千円

1,287千円

797千円

成
果
・
課
題

○機能が低下した施設の改修により、農業経営の安定と農地の保全に資する
ことができた。
○施設の全面的改修に向け、継続的に事業を実施する必要がある。
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○需用費（事務用品・燃料費）

○工事請負費

・尾和用水路改修工事（上野工区その4）

防衛施設周辺対策事業補助金（10/10）

不用額 執行率
部 農林水産部

項 01 農業費

14,570千円 14,800千円 230千円

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額

98.4 %

目 11 団体営土地改良事業費 (参考)当初予算額
農林整備課

事 09 宇川地区農業用施設改修事業 14,800千円
課

14,570千円

総合計画
基本計画

02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興

細
事

01 宇川地区農業用施設改修事業（繰越）

主
な
財
源

国補

予
算
科
目

目
　
的

　施設の老朽化により維持管理が困難な状況であるため、用水路及
び取水施設の改修を行うことにより、農地の保全及び農業経営の安
定を図る。

〔 02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興 〕

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

  安定した農業用水の供給を図るため、老朽化により通水機能が低下した取水
施設及び農業用水路の改修工事を行った。

39千円

14,531千円

成
果
・
課
題

○機能が低下した施設の改修により、農業経営の安定と農地の保全に資する
ことができた。
○施設の全面的改修に向け、継続的に事業を実施する必要がある。
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　荒山区、新治区、島津連合区、黒部区において6つのため池のハザード

マップを作成した。

○ため池安心安全マップ作成業務

　　網野町島津地内 松垣池・鳥尾池 ○ハザードマップ作成業務委託料（令和4年3月完了予定）

　　弥栄町黒部地内 福西池 ○ため池劣化状況評価調査業務委託料

　　峰山町荒山地内 一番谷池・上谷池 　（令和4年3月完了予定）

　　峰山町新治地内 藏の谷池

農林水産部
項 01 農業費

9,922千円 32,531千円 22,609千円
予
算
科
目

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額

農業水路等長寿命化・防災減災事業補助金

30.5 %

目 11 団体営土地改良事業費 (参考)当初予算額
課

不用額 執行率
部

農林整備課
事 10 農村地域防災減災事業 8,800千円

細
事

02 農業水路等長寿命化･防災減災事業

主
な
財
源

府補 9,922千円

総合計画
基本計画

10 地域ぐるみによる消防・救急・防災体制の充実

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

参考
繰越明許費を除いた最終予算額 9,922千円

9,922千円 ■令和3年度への繰越事業 22,609千円

目
　
的

　防災・減災対策を実施することにより、農業生産の維持、農業経
営の安定及び地域住民の暮らしの安全の確保を図る。

〔 10 地域ぐるみによる消防・救急・防災体制の充実 〕

実質的な予算執行率 100.0%

成
果
・
課
題

○地域住民のワークショップにより、被害想定区域や避難場所等を検討する
ことで、地域に即したハザードマップを作成することができた。
○ため池災害に備えて、今後も継続的に事業を実施していく必要がある。

16,609千円

6,000千円
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○ため池安心安全マップ作成業務

　　大宮町口大野地内 十二社口池・十二社奥池

　　大宮町三坂地内 三坂口池・三坂奥池

　　弥栄町堤地内 シンズ池・トビ谷上池・トビ谷下池

○工事請負費

　・牛町池改修工事

堤体工 N=1式

取水施設工 N=1式

農業水路等長寿命化・防災減災事業分担金

不用額 執行率
部 農林水産部

3,318千円

90.6 %

(参考)当初予算額
農林整備課

35,459千円
課

959千円

項 01 農業費

32,141千円 35,459千円目 11 団体営土地改良事業費

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額

事 10 農村地域防災減災事業

府補 農業水路等長寿命化・防災減災事業補助金 27,206千円

総合計画
基本計画

10 地域ぐるみによる消防・救急・防災体制の充実 市債 ため池等整備事業債（合併特例債） 3,700千円

細
事

02 農業水路等長寿命化･防災減災事業（繰越）

主
な
財
源

分担金

予
算
科
目

目
　
的

　防災・減災対策を実施することにより、農業生産の維持、農業経
営の安定及び地域住民の暮らしの安全の確保を図る。

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

成
果
・
課
題

○平成30年に決壊したため池の改修工事が完了し、農業経営の安定と農地
の保全に資することができた。
○地域住民のワークショップにより、被害想定区域や避難場所等を検討する
ことで、地域に即したハザードマップを作成することができた。
○ため池災害に備えて、今後も継続的に事業を実施していく必要がある。

　口大野区、三坂区、堤区において７つのため池のハザードマップを作成し
た。また、平成30年6月13日に決壊した網野町浅茂川地区の牛町池につい
て、改修工事を実施した。

9,680千円

〔 10 地域ぐるみによる消防・救急・防災体制の充実 〕

22,461千円
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○緑の担い手育成事業補助金

　補助対象：丹後地区森林組合

○林業労働者新共済事業補助金

　補助対象：（公社）京都府林業労働支援センター

※就労環境改善支援事業の補助金は、事業費が林業労働者の前年度

 総賃金の16.5/1,000を超えない場合は、事業費と同額を補助

（前年度総賃金：30,763千円×16.5/1,000＝507千円）

農林水産部
項 02 林業費

842千円 843千円 1千円
予
算
科
目

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額

緑の担い手育成事業補助金（1/2）

99.8 %

目 01 林業総務費 (参考)当初予算額
課

不用額 執行率
部

農林整備課
事 03 林業労働者支援事業 1,763千円

細
事

01 林業労働者支援事業

主
な
財
源

府補 108千円

府補 林業労働者新共済事業費補助金（1/2） 86千円

総合計画
基本計画

02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興

目
　
的

　森林組合等の作業員の福祉の向上と長期に就労する担い手の確保
を図るため、林業労働者の共済事業加入経費の一部を支援するほ
か、林業労働者が安全に安心して働き続けられる環境づくりを支援
する。

〔 02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興 〕

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

　森林組合の作業班員の雇用確保及び定着を図るため、林業労働者の共済事業加
入経費及び労働者の就労環境整備に繋がる取組に対して補助金を交付した。

166千円

事業区分 事業費 補助率 補助金

676千円 就労環境改善支援事業 166千円 10/10 166千円

合　計 166千円 166千円

長期事業 10人 2,458日 2,015千円 205円 504千円

事業区分 就労者数 延日数 事業費 補助単価 補助金

成
果
・
課
題

○林業労働者の確保及び地域林業の振興に寄与できた。
○森林の維持管理を担う森林組合の基幹的作業員の福利厚生を充実させるこ
とができた。

合　計 3,170千円 676千円

退職金助成事業 10人 2,458日 1,155千円 70円 172千円

- 43 -



○シカ捕獲奨励金（63人）

○京丹後市野生鳥獣被害対策協議会負担金

○鳥獣被害対策実施隊員報酬（38人）

○捕獲班員支援の補助金

○事務経費等 　・狩猟免許取得奨励（交付者：1人）1/2補助

　・費用弁償 　・猟銃所持許可更新料（交付者：10人）1/2補助

　・サル餌、公用車燃料代等 　・埋設処分地造成費（交付者：2人）1/2補助

　・公用車損害保険料 　・猟銃購入費（交付者：1人）1/2補助

○有害鳥獣捕獲委託料

【捕獲実績】 （単位：頭、羽）

農林水産部
項 02 林業費

78,540千円 78,636千円 96千円
予
算
科
目

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額

有害鳥獣捕獲班員証明手数料

99.8 %

目 01 林業総務費 (参考)当初予算額
課

不用額 執行率
部

農林整備課
事 04 有害鳥獣対策事業 82,235千円

細
事

01 有害鳥獣捕獲事業

主
な
財
源

手数料 13千円

手数料 有害鳥獣捕獲等参加証明手数料 6千円

総合計画
基本計画

02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興 府補 鳥獣被害防止緊急捕獲活動支援事業交付金（定額） 25,431千円

13,494千円

目
　
的

　有害鳥獣を捕獲することで、野生鳥獣による農作物被害、営農意
欲の低下、生活環境の悪化及び人身への危害を未然に防止する。

〔 02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興 〕 府補 有害鳥獣捕獲関係事業費補助金（1/2）

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

　有害鳥獣を捕獲するため、猟友会に業務を委託するとともに、鳥類捕獲を目的
とした鳥獣被害対策実施隊の編成及び狩猟期間中のシカ捕獲強化事業（府）の活
用と一体化して捕獲事業を実施し、併せて狩猟免許取得等の支援を行い、捕獲班
員の確保を図った。

2,520千円

275千円

255千円

310千円 5千円

42千円 83千円

631千円

688千円

合計

5,713

37千円

13千円 150千円

イノシシ シカ サル 小動物 鳥類

74,116千円

成
果
・
課
題

○イノシシ、シカ等を5,000頭以上捕獲することで、鳥獣被害の軽減につな
がった。
○近年の傾向として捕獲頭数は減少傾向にある中で、引き続き捕獲班員への
支援を継続し、農作物被害等を未然に防止する必要がある。

R元年度 1,930 3,684 19 304

R2年度 1,381 3,565 19 239 509

361 6,298

- 44 -



○地区配付追払資材（煙火他）

○有害鳥獣被害防止対策検討業務委託料

　　調査地区：丹後町内（是安、上野）、久美浜町内（島、三分）

○サル行動調査業務委託料

　　委託先　：公益社団法人　京丹後市シルバー人材センター

　　活動日数：6日/月（4時間/日）

　　業務内容：群れの行動圏調査、被害状況調査

　　実施地域：丹後町内（豊栄、竹野、上宇川、下宇川）

○有害鳥獣防除施設費補助金（再編交付金基金事業）

　　実施主体：袖志区

　　事業内容：有害鳥獣防除施設更新整備（L=410.0m）

再編交付金事業基金繰入金

不用額 執行率
部 農林水産部

項 02 林業費

13,981千円 14,087千円 106千円

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額

99.2 %

目 01 林業総務費 (参考)当初予算額
農林整備課

事 04 有害鳥獣対策事業 12,498千円
課

8,594千円

総合計画
基本計画

02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興

細
事

02 有害鳥獣防除事業

主
な
財
源

繰入金

予
算
科
目

目
　
的

　サルの群れの行動調査や集落ぐるみの追い払い活動及び老朽化し
た有害鳥獣防除施設の整備を支援し、サルによる農作物や生活環境
被害及び人身被害への拡大を防止するともに、更なる有害鳥獣被害
防止対策の検討を行う。

〔 02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興 〕

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

　調査隊を編成し、サルの個体数調整（群れ単位の捕獲）に必要な群れの行動圏
調査を実施した。また、サルの追い払い資材を地区へ支給し、集落ぐるみの追い
払い対策を支援するとともに、老朽化したサル用防除柵の更新事業を支援した。
更に、モデル地区において調査を実施し、有害鳥獣被害防止対策の検討を行っ
た。

165千円

1,588千円

843千円

成
果
・
課
題

○追い払い活動、防除柵整備を継続支援することにより、サルの出没頻度や
集落内における滞在時間の縮小につながったが、引き続き、捕獲、防除、さ
らにエサとなる不要作物の除去等の啓発が必要である。
○被害防止対策の調査検討結果に基づき、対策を講じていく必要がある。

11,385千円
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○施設管理運営経費 ＜イノシシ、シカ処理頭数＞ （単位：頭）

　・消耗品費、公用車燃料代等

　・電気代、電話代

　・浄化槽流入ポンプ交換、公用車車検整備等修繕料

　・浄化槽法定検査手数料及び維持管理委託料

　・水質検査手数料、貯水槽保守点検委託料

　・計量器検定手数料、消火器処分手数料

　・公用車車検登録手数料、自動車重量税等

　・火災保険料、自動車保険料

　・処理施設運営管理委託料

　・施設警備委託料、病害虫防除委託料

　・金属検出機等保守点検委託料

　・施設用地賃借料

　・玄関マット借上料

農林水産部
項 02 林業費

11,139千円 11,306千円 167千円
予
算
科
目

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額

猪・鹿肉精肉販売代金

98.5 %

目 01 林業総務費 (参考)当初予算額
課

不用額 執行率
部

農林整備課
事 04 有害鳥獣対策事業 11,306千円

細
事

03 猪･鹿肉処理施設運営管理事業

主
な
財
源

諸収入 2,305千円

総合計画
基本計画

02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興

目
　
的

　捕獲したイノシシ、シカを地域資源として活用するとともに、捕
獲者の個体処理労力の軽減を図る。

〔 02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興 〕

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

　猪、鹿肉処理施設「京たんご　ぼたん・もみじ比治の里」の運営委託及び施設
の維持管理を行った。

11,139千円

506千円 区　分 H30 R元 R２

233千円 合　計 867 958 986

123千円

1,514千円 イノシシ 175 207 126

160千円 シカ 692 751 860

3千円

22千円

45千円

8,115千円

成
果
・
課
題

　イノシシ、シカを搬入処理することで、捕獲班員の個体埋設労務に対する
負担を軽減することができた。

75千円

223千円

105千円

15千円
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○会計年度任用職員任用経費（1人、5ヶ月）

○普通旅費

○需用費（参考図書・検査ボード、燃料等）

○負担金等（京都府林業振興会会費及び負担金）

農林水産部
項 02 林業費

1,445千円 1,499千円 54千円
予
算
科
目

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額

96.3 %

目 01 林業総務費 (参考)当初予算額
課

不用額 執行率
部

農林整備課
事 50 林業総務一般経費 1,777千円

細
事

01 林業総務一般経費

主
な
財
源

総合計画
基本計画

02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興

目
　
的

　林業振興を推進するための経費及び京都府林業振興会への負担
金。

〔 02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興 〕

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

　林業振興推進業務に必要な事務を実施するとともに、関係団体へ負担金等を支
出した。

877千円

12千円

50千円

506千円

成
果
・
課
題

　事務の適切な執行により、林業振興を推進した。
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○要適正管理森林等災害予防事業補助金

※補助率：1/2

農林水産部
項 02 林業費

500千円 500千円 0 千円
予
算
科
目

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額

要適正管理森林等災害予防事業補助金

100.0 %

目 02 森林整備費 (参考)当初予算額
課

不用額 執行率
部

農林整備課
事 01 森林整備事業 0千円

細
事

02 小規模治山事業

主
な
財
源

府補 500千円

総合計画
基本計画

02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興

目
　
的

　要適正管理森林の指定地において、森林所有者等が行う災害の予
防措置を支援する。

〔 02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興 〕

1,007千円 500千円

成
果
・
課
題

　危険木を未然に伐採することにより、立木の倒壊等による公共施設や人家
への被害防止を図ることができた。

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

500千円

実施主体 事業内容 事業費 補助金額

峰山町長岡区 危険木伐採（2か所）
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　実施場所：丹後町上山地内

○需用費（消耗品費）

○工事請負費

　・上山地区治山工事

　　　治山ダム側壁工、流路工 L=83.3m、集水桝 5基

農林水産部
項 02 林業費

19,003千円 19,012千円 9千円
予
算
科
目

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額

災害に強い森づくり事業委託金

99.9 %

目 02 森林整備費 (参考)当初予算額
課

不用額 執行率
部

農林整備課
事 01 森林整備事業 19,012千円

細
事

03 災害に強い森づくり事業（繰越）

主
な
財
源

府委 19,003千円

総合計画
基本計画

02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興

目
　
的

　被災した森林及び渓流において、今後の土砂・流木等の流出によ
る二次災害を防止するため、治山施設等を整備し災害に強い森整備
を行う。

〔 02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興 〕

成
果
・
課
題

　2期工事を実施することにより、下流域の人家等の安全確保を図った。

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

　平成29年台風18号において、渓岸浸食による土砂流出があった荒廃渓流の
治山工事として平成30年に治山ダムの設置を行い、その2期工事としてダム下
流に流路工を実施し、土砂流出の防止を図る。

14千円

18,989千円
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○小規模林道整備支援事業補助金

○需用費

　・丹後縦貫林道（奥寄線）舗装修繕

○委託料

　・丹後縦貫林道維持管理業務委託料

　　　（大鼓山線、奥寄線、大内線、成相線）

　・治山・林道積算システム保守管理委託料

○使用料及び賃借料

　・製図支援ソフトウェア使用料

○工事請負費（維持補修費）

　・丹後縦貫林道復旧工事（奥寄線倒木処理）

農林水産部
項 02 林業費

13,277千円 13,431千円 154千円
予
算
科
目

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額

丹後縦貫林道維持管理負担金

98.8 %

目 02 森林整備費 (参考)当初予算額
課

不用額 執行率
部

農林整備課
事 01 森林整備事業 12,714千円

細
事

04 林道等整備事業

主
な
財
源

負担金 2,201千円

総合計画
基本計画

02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興

目
　
的

　森林機能の確保と森林資源の活用保全に資する森林内作業を容易
にするため、林道の適正な維持管理を行う。

〔 02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興 〕

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

　林道等の維持管理（草刈、側溝清掃・修繕、倒木処理、補助金交付）を実施し
た。

750千円

久美浜町神谷区 神谷長谷線、高尾尻線 200千円

久美浜町口三谷区

実施主体 路線名 補助金額

297千円 弥栄町中津区 ガクガ谷線 200千円

10,877千円

田和谷線 150千円

11,737千円 久美浜町三原区 三原奥山線 200千円

53千円

成
果
・
課
題

○森林整備を行うために必要な林道の適正な維持管理を行い、民有林等の森
林整備の実施に寄与するとともに、通行車両等の安全を確保することができ
た。
○地区が行う林道等の整備に対して、資材等を支援することで、早期に原状
回復が図られ林道の適正な維持管理と保全ができた。

440千円

860千円
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○需用費（樹幹注入表示板）

○松くい虫防除委託料（委託先：丹後地区森林組合）

※府補助率：3/4以内（奨励・健全化促進事業）　対象：指定松林等

農林水産部
項 02 林業費

8,859千円 8,887千円 28千円
予
算
科
目

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額

松くい虫駆防除事業費補助金

99.6 %

目 02 森林整備費 (参考)当初予算額
課

不用額 執行率
部

農林整備課
事 02 松くい虫防除事業 8,887千円

細
事

01 松くい虫防除事業

主
な
財
源

府補 6,432千円

総合計画
基本計画

02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興

目
　
的

　松くい虫被害木を伐採・処分し被害の拡大防止を図るとともに、
健全な松林を被害から守るため、地上散布及び樹幹注入による防除
等を実施する。

〔 02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興 〕

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

　海岸沿いの防風林等の機能確保及び風致景観等の保全のための薬剤散布、樹幹
注入、伐倒・焼却駆除、及び毎木調査を行った。

12千円

8,847千円

区　　分 事業実施箇所 数量等 金　　額

　無人ヘリコプターによる薬剤散布や樹幹注入を行うなど予防作業の実施、
当年枯れの被害木を伐採・焼却処分し、被害の蔓延・拡大防止を図ることに
より、海岸防風林の機能確保及び風致景観の保全ができた。

防除事業（健全化促
進・秋期：樹幹注入）

丹後町平地内ほか 228本 5,742千円

被害木毎木調査 丹後町間人地内ほか 301本 182千円

樹幹注入毎木調査 丹後町平地内ほか 228本 89千円

防除事業（奨励・秋
期：特別伐倒駆除）

網野町掛津地内 296本 1,133千円

防除事業（奨励・春
期：無人ヘリ）

網野町掛津地内ほか 14.0ha 1,701千円

成
果
・
課
題
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分収契約に基づき、市行造林契約地において計画的に保育施業を実施した。

○工事請負費

保育（間伐・作業道開設）工事

農林水産部
項 02 林業費

5,830千円 5,830千円 0 千円
予
算
科
目

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額

森林整備費補助金

100.0 %

目 02 森林整備費 (参考)当初予算額
課

不用額 執行率
部

農林整備課
事 03 市行造林事業 9,363千円

細
事

01 市行造林事業

主
な
財
源

府補 4,417千円

財産収入 分収林売払収入 176千円

総合計画
基本計画

02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興

目
　
的

　市行造林地における植栽木の財産造成と森林機能の確保を図るた
め、計画的な保育及び間伐施業を実施する。

〔 02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興 〕

作業道開設 874m

成
果
・
課
題

　造林地の保育施業を計画的に行うことにより、植林の生長を促進し、財産
価値を確保するとともに、地球温暖化防止など森林の多面的機能の確保に寄
与した。

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

5,830千円

工　種 事業実施箇所 事業量

間伐
網野町郷地内

5.05ha
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○木工教室講師謝金 60千円 ○豊かな森を育てる事業補助金 14,304千円

　・木育PR活動の実施（木工教室を開催）1回　6人 ・森林整備及び保全（間伐・搬出・作業道作設）

○需用費 226千円

　・木工教室用材料費・折込印刷費、機器修繕等

○役務費 61千円 ・集落周辺環境整備（竹林・里山整備）

　・木工教室折込手数料　参加者：14人

○工事請負費 3,168千円

　・令和2年度丹後王国「食のみやこ」森林環境モデル整備工事 ・教育・研修活動等（木製品製作、環境学習会）

3.5ha、本数調整伐等環境林整備

○備品購入費 545千円

　・観光等施設への木製ベンチ設置

農林水産部
項 02 林業費

18,364千円 18,367千円 3千円
予
算
科
目

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額

豊かな森を育てる府民税市町村交付金

99.9 %

目 02 森林整備費 (参考)当初予算額
課

不用額 執行率
部

農林整備課
事 04 豊かな森を育てる事業 10,620千円

細
事

01 豊かな森を育てる事業

主
な
財
源

府補 4,433千円

繰入金 豊かな森を育てる基金繰入金 13,910千円

総合計画
基本計画

02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興 諸収入 木工教室参加料 21千円

目
　
的

　京都府豊かな森を育てる府民税を財源とした交付金を活用し、森
林の公益的機能の維持増進を図るとともに、府内産材の積極的な利
用を図る。

〔 02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興 〕

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

交付件数 補助金額 　間伐：4.6ha、搬出：353.5t
　作業道：680m

交付件数 補助金額 　小西、長岡(2)、内記(2)、三重
　木津(5)、矢畑(2)、井辺、関15件 7,500千円

8件 5,908千円

交付件数 補助金額 　緑の少年団、保育所、公民館、
　保護者会、福祉施設　等18件 896千円

あしぎぬ温泉（1）・ふれあい工房（2）

25台

郷土資料館（4）・ウッディーいさなご（2）

天女の里（4）・道の駅てんきてんき丹後（2）

設置台数 設置施設

成
果
・
課
題

○府内産の木材を使い市内の公共施設へ木製ベンチを設置するなど、木への
親しみを深めてもらう機会を提供できた。
○保育所保護者会等が実施する森林環境学習の支援により、森林の多様な重
要性について市民の理解を深める機会を提供できた。
○間伐等の森林整備や集落周辺環境整備の支援により、森林の公益的機能の
維持増進を図ることができた。

かぶと山公園（5）・小町公園（5）
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○豊かな森を育てる基金積立金

（単位：千円）

（参考）基金の状況 （単位：千円）

農林水産部
項 02 林業費

6,178千円 6,179千円 1千円
予
算
科
目

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額

豊かな森を育てる基金利子収入

99.9 %

目 02 森林整備費 (参考)当初予算額
課

不用額 執行率
部

農林整備課
事 04 豊かな森を育てる事業 0千円

細
事

02 豊かな森を育てる基金

主
な
財
源

財産収入 6千円

府補 豊かな森を育てる府民税市町村交付金 6,172千円

総合計画
基本計画

02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興

目
　
的

　京都府豊かな森を育てる府民税市町村交付金を財源とし、市内森
林整備等の着実な実施に向けて豊かな森を育てる基金へ積立を行
う。

〔 02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興 〕

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

6,178千円

令和2年度
市町村交付金

利子収入 事業充当額 積立金額

① ②

令和元年度末
現　在　高

令和2年度中増減額 令和2年度末
現　在　高繰入金 運用利子 積立金

③ （①+②-③）

10,605 6 4,433 6,178

成
果
・
課
題

① ② ③ ④ ①-②+(③+④)

13,910 13,910 6 6,172 6,178
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○普通旅費 〔森林環境譲与税の使途〕

森林経営管理制度研修 　①森林整備、間伐　

　②人材育成・担い手の育成

○システム更新委託料 　③木材利用促進や普及啓発等

森林情報システム搭載用地図情報運用システム（SIS）バージョンアップ ※森林経営管理制度への活用が必須

○森林環境整備委託料（経営管理制度の推進） 〔森林経営管理制度〕

・森林経営管理制度候補森林の選定（3地区）

・経営管理事業発注仕様書案の作成

・簡易図面の作成

○使用料及び賃借料

有料道路通行料

森林環境譲与税基金繰入金

不用額 執行率
部 農林水産部

項 02 林業費

6,160千円 6,160千円 0 千円

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額

100.0 %

目 02 森林整備費 (参考)当初予算額
農林整備課

事 05 森林環境譲与税事業 0千円
課

6,159千円

総合計画
基本計画

02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興

細
事

01 森林環境譲与税事業

主
な
財
源

繰入金

予
算
科
目

目
　
的

　森林経営管理制度の運営を行うため、体制準備に係る事業を実施
する。

〔 02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興 〕

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

12千円

858千円

5,280千円

　平成30年に森林経営管理法が施行。経営管理が行われていない森林につい
て、市が仲介役となり森林所有者と担い手を繋ぐ仕組を構築するもの。
　令和2年度に選定した候補森林から経営管理が図られるよう進める。

10千円

成
果
・
課
題

○森林情報システム搭載用地図情報運用システム（SIS）のバージョンアッ
プにより、森林情報の適切な管理を行うことに寄与した。
○森林経営管理制度候補森林の選定や発注仕様書案の作成等により、森林経
営管理制度の運用に向けた準備を行うことができた。
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○森林環境譲与税基金積立金

（単位：千円）

（参考）基金の状況 （単位：千円）

農林水産部
項 02 林業費

24,943千円 24,944千円 1千円
予
算
科
目

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額

森林環境譲与税基金利子収入

99.9 %

目 02 森林整備費 (参考)当初予算額
課

不用額 執行率
部

農林整備課
事 05 森林環境譲与税事業 24,939千円

細
事

02 森林環境譲与税基金

主
な
財
源

財産収入 5千円

総合計画
基本計画

02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興

目
　
的

　森林環境譲与税を財源とし、市内森林の環境整備の着実な実施に
向けて森林環境譲与税基金へ積立を行う。

〔 02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興 〕

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

24,943千円

R2譲与金 利子収入 事業充当額 積立金額

① ②

令和元年度末
現　在　高

令和2年度中増減額 令和2年度末
現　在　高繰入金 運用利子 積立金

③ （①+②-③）

24,938 5 0 24,943

成
果
・
課
題

① ② ③ ④ ①-②+(③+④)

11,735 6,160 5 24,938 30,518
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○工事請負費

　・密漁防止等啓発看板設置工事（網野、丹後、久美浜の3カ所）

○旅費 ○負担金、補助及び交付金

　・会議等職員旅費 　・京都府漁業者育成校「海の民学舎」負担金

　・京都府漁業士会補助金

○需用費

　・事務消耗品費、公用車燃料代、車検及び修繕料 ○公課費

　・久美浜栽培漁業センターにおける光熱水費及び修繕料 　・公用車重量税

○役務費

　・廃消火器処理、ごみ持込処理手数料、公用車登録手数料

　・自賠責保険料、建物等共済分担金

○使用料及び賃借料

　・ソフトウェア使用料

農林水産部
項 03 水産業費

2,131千円 2,285千円 154千円
予
算
科
目

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額

市有自動車損害共済金

93.2 %

目 01 水産業総務費 (参考)当初予算額
課

不用額 執行率
部

海業水産課
事 50 水産業総務一般経費 2,497千円

細
事

01 水産業総務一般経費

主
な
財
源

諸収入 249千円

総合計画
基本計画

03 つくり育てる漁業と海業の推進

目
　
的

　施設等の適切な維持管理と、水産関係団体への活動支援により、
水産業務の円滑な推進及び水産振興を図る。

〔 03 「海業」とつくり育てる漁業の振興 〕

24千円 525千円

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

　水産業務を円滑に推進するために必要な施設・公用車等の維持管理経費及び水
産関係団体への負担金・補助金を支出した。

340千円

495千円

345千円

30千円

1,067千円

722千円 15千円

93千円

27千円

133千円

40千円

成
果
・
課
題

　京都府漁業者育成校「海の民学舎」の運営をはじめ、水産関係団体の活動
を支援することで、新規漁業就業者や中核的担い手の育成事業、要望・研修
活動等が活発に展開され、漁業振興に寄与することができた。
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○河川種苗放流事業補助金

（補助対象事業費の2/3以内の額）

農林水産部
項 03 水産業費

1,222千円 1,233千円 11千円
予
算
科
目

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額

内水面漁業振興対策事業費補助金（1/3以内）

99.1 %

目 02 水産業振興費 (参考)当初予算額
課

不用額 執行率
部

海業水産課
事 01 内水面漁業振興支援事業 1,149千円

細
事

01 内水面漁業振興支援事業

主
な
財
源

府補 608千円

総合計画
基本計画

03 つくり育てる漁業と海業の推進

目
　
的

　内水面漁業協同組合が実施する種苗放流事業を継続的に支援し、
河川等の水産資源の増殖・確保により、内水面漁業の振興を図る。

〔 03 「海業」とつくり育てる漁業の振興 〕

上宇川漁業
協同組合

京都府漁業協同
組合網野支所

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

　野間川、宇川及び離湖における自然環境の保全と水産資源の増殖・確保を目的
とした種苗放流事業に要する種苗購入費に対して、補助金を交付した。

1,222千円

実施団体
野間漁業
協同組合

補助対象事業費 1,538千円 344千円 126千円

放流場所 野間川 宇川 離湖

放
流
魚
種

アユ 41,200尾 9,350尾 －

補助金 919千円 228千円 75千円

ウナギ 760尾 － 280尾

マス類 5,000尾 － －

成
果
・
課
題

○種苗放流事業の継続的支援により、自然環境の保全と河川資源の維持・増
殖が図られ、水辺のレジャーの振興及び漁業活動の安定に寄与できた。
○漁業協同組合員の減少と高齢化が進行しており、魚道を含む河川の漁場管
理が困難になってきているため、組合員と地域住民等が連携して漁場の環境
保全や資源増殖に取り組む必要がある。

フナ － － 750尾

組合員数 54人 32人 42人
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○種苗放流事業補助金（補助対象事業費の1/3以内の額） ○スマート農林水産業実装チャレンジ事業補助金

（補助対象事業費の48％以内）

リアルタイム潮流計1基

予
算
科
目

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額

目 02 水産業振興費

細
事

項 03 水産業費

1,391千円 1,391千円 0 千円

100.0 %

不用額 執行率
部 農林水産部

(参考)当初予算額
課

漁業振興支援事業

主
な
財
源

府補 ｽﾏｰﾄ農林水産業実装ﾁｬﾚﾝｼﾞ事業補助金 630千円

事 02 漁業振興支援事業 836千円
海業水産課

総合計画
基本計画

03 つくり育てる漁業と海業の推進

01

〔 03 「海業」とつくり育てる漁業の振興 〕

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

　府漁協が実施するアワビ・サザエ等の種苗放流事業に対して補助金を交付し
た。

　湊漁業株式会社が行うAI・ICT等先端技術（スマート技術）を有する機械の導
入に対して、補助金を交付した。

719千円

目
　
的

　漁業者の経営安定と所得向上及び作業の効率化を図るため、水産
資源の増殖・確保に繋がるアワビ・サザエ等の種苗放流事業やAI・
ICT等先端技術（スマート技術）を有する機械の導入を支援する。

672千円

実施団体
京都府漁業協同
組合網野支所

京都府漁業協同
組合丹後支所

京都府漁業協同
組合湊支所

放流場所 日本海 日本海 日本海・久美浜湾 補助対象事業費 1400千円

補助対象事業費 724千円 604千円 831千円 補助金 672千円

補助金 241千円 201千円 277千円

放流
魚貝
種

アワビ 9,200個 5,200個 5,200個

サザエ 21,200個 23,400個 31,800個

クロダイ － － 10,000尾

成
果
・
課
題

○種苗放流事業を継続的に実施することで、安定した漁業生産活動の確保に
寄与できた。
〇AI・ICT等先端技術（スマート技術）を有する機械導入を支援すること
で、漁業活動における作業の効率化、省力化を図ることに寄与できた。
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〇新型コロナウイルス感染症対策水産物販路拡大

　推進事業補助金

　（補助対象事業費の10/10、1,000千円以内）

農林水産部
項 03 水産業費

1,000千円 1,000千円 0 千円
予
算
科
目

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額

新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症対応地方創生臨時交付金

100.0 %

目 02 水産業振興費 (参考)当初予算額
課

不用額 執行率
部

海業水産課
事 02 漁業振興支援事業 0千円

細
事

02 地域水産物販路拡大緊急支援事業

主
な
財
源

国補 800千円

総合計画
基本計画

03 つくり育てる漁業と海業の推進

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

　京のブランド産品「丹後とり貝」の市内での販路拡大事業に対して、補助金を
交付した。

1,000千円

実施団体 湊とり貝組合

目
　
的

　新型コロナウイルス感染症緊急支援対策として、「丹後とり貝」
の市内での販路拡大等を推進する事業を支援する。

〔 03 「海業」とつくり育てる漁業の振興 〕

　
　「丹後とり貝」について、新型コロナウイルス感染症拡大による市内飲食店で
の消費減少への対処及び市内での新たな地産来消を進めるため、漁業者団体が市
内旅館、飲食店、水産卸売業者等と連携し、丹後とり貝838個及び冷凍加工品
192個を活用して、調理講習会を開催した。調理講習会には、関係団体29団体
（延べ159人）が参加し、旅館等で提供する調理方法を研究することで、「丹
後とり貝」を市内で消費・流通・販売する機会向上につながった。
　調理講習会参加者全員にアンケート調査（42人が回答）を行い、講習会の内
容やアンケート調査結果をまとめた「創作料理レポート」を作成し、参加者に配
付することで「丹後とり貝」の認知度を高め、市内旅館、飲食店などでの利用を
促進することが出来た。

成
果
・
課
題

　漁業者団体が市内旅館や飲食店、水産卸売業者等と連携し、「丹後とり
貝」を活用した市内での新たな地産来消に繋がる販路拡大事業に取り組むこ
とで、ブランド水産物の地域での認知度を高めることができ、市内旅館、飲
食店などでの利用を促進することができた。
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○旅費

　・海業振興協議会委員費用弁償

　・普通旅費

不用額 執行率
部 農林水産部

項 03 水産業費

17千円 124千円 107千円

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額

13.7 %

目 02 水産業振興費 (参考)当初予算額
海業水産課

事 03 海業推進事業 547千円
課

総合計画
基本計画

03 つくり育てる漁業と海業の推進

細
事

01 海業推進事業

主
な
財
源

予
算
科
目

目
　
的

　「海業推進事業計画」に基づき、海業の取組を推進し、地元水産
物の消費拡大や販売促進、漁村地域の活性化を図る。

〔 03 「海業」とつくり育てる漁業の振興 〕

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

17千円

成
果
・
課
題

○海業の取組を推進していくため、海業振興協議会により新たな海業推進事
業計画（令和３年度～６年度）を作成することができた。
○漁業所得の向上、担い手の確保・育成につながる取組とするため、商業や
観光、教育分野等と連携した地産来消の取り組みや、6次産業化に向けた仕
組みづくりが必要である。
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○漁業近代化資金利子補給金

　・漁業近代化一般融資分

　　　法人1件、生産組合1件、個人4件

○漁業災害復旧資金利子補給金

　・漁業災害復旧資金融資分

　　　法人1件、生産組合2件、個人1件

不用額 執行率
部 農林水産部

項 03 水産業費

382千円 407千円 25千円

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額

93.8 %

目 02 水産業振興費 (参考)当初予算額
海業水産課

事 05 利子補給助成事業 407千円
課

総合計画
基本計画

03 つくり育てる漁業と海業の推進

細
事

01 利子補給助成事業

主
な
財
源

予
算
科
目

目
　
的

　漁業者等が借り入れた漁業近代化資金等に対する支払利子の一部
を助成することにより、漁業等を営む者の資金調達を円滑化し、経
営の安定化と成長の促進を図る。

〔 03 「海業」とつくり育てる漁業の振興 〕

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

120千円

262千円

成
果
・
課
題

　漁業者等が借り入れた漁業近代化資金及び漁業災害復旧資金に対して利子
補給を行うことで、漁業者の投資負担の軽減による設備の高度化及び災害か
らの復旧が促進された。
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○委託料

　・浅茂川漁港環境施設用地枯松処分

　・旭漁港漂流木除去

○消耗品費 　・浅茂川漁港区域内漂着物回収処理業務

　・間人漁港弁天島マルチハロゲン灯（2灯） 　・砂方漁港漂着物回収業務

　・浅茂川漁港広場利用啓発看板（6台） 　・旭漁港漂着物回収業務

　・三津漁港漂着物回収及び運搬業務

○修繕料 　・浅茂川漁港区域内草刈等業務

　・浅茂川漁港西第2防波堤標識灯修繕 　・間人指向灯保守点検業務

　・浜詰漁港第1・3防波堤標識灯修繕

　・浅茂川漁港標識灯及び係船環修繕 ○原材料費

　・間人漁港区域内里道手摺修繕 　・蒲井漁港野積場用地補修材（山土）

　・浅茂川漁港・間人漁港側溝・側溝蓋修繕

　・浜詰漁港野積場舗装修繕

　・旭漁港臨港道路修繕

　・三津漁港第3物揚場修繕

　・遊漁港滑り材修繕

　・袖志漁港防犯カメラ修繕費

農林水産部
項 03 水産業費

3,304千円 3,443千円 139千円
予
算
科
目

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額

95.9 %

目 03 漁港管理費 (参考)当初予算額
課

不用額 執行率
部

海業水産課
事 01 漁港維持管理事業 2,616千円

細
事

01 漁港維持管理事業

主
な
財
源

総合計画
基本計画

03 つくり育てる漁業と海業の推進

目
　
的

　漁港施設の維持補修及び施設用地の管理を行い、漁業者の安全・
安心な漁業活動を確保する。

〔 03 「海業」とつくり育てる漁業の振興 〕

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

　漁船の安全な航行に必要な標識灯の修繕や、漁業活動に支障が生じている漁港
施設の維持修繕を実施した。また、浅茂川漁港環境施設用地の維持管理と間人漁
港の指向灯の点検業務を実施した。

1,360千円

124千円 323千円

75千円 77千円

49千円 115千円

68千円

123千円

114千円 220千円

193千円

246千円

1,813千円 188千円

101千円

135千円

525千円

187千円 7千円

88千円

101千円

96千円

273千円

成
果
・
課
題

○漁港施設の維持修繕により、漁業者の安全・安心な漁業活動が維持でき
た。
○漁港内の安全性の確保及び漁業活動を維持するため、必要性・緊急性を考
慮しながら維持管理を実施する必要がある。
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○調査委託料

　・漁港施設機能保全計画策定業務委託料　8漁港

（ ※ 網　野： 遊、磯

丹　後： 袖志、竹野、小間、砂方

久美浜： 蒲井、旭

○工事請負費

　・三津漁港臨港道路改修工事

　　　コンクリート舗装工  A=64㎡

　・袖志漁港西防波堤改修工事

農林水産部
項 03 水産業費

14,240千円 14,345千円 105千円
予
算
科
目

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額

漁港整備事業分担金

99.2 %

目 03 漁港管理費 (参考)当初予算額
課

不用額 執行率
部

海業水産課
事 02 漁港整備事業 15,306千円

細
事

01 漁港整備事業

主
な
財
源

分担金 108千円

市債 漁港施設整備事業債（緊急自然災害防止対策事業債） 2,000千円

総合計画
基本計画

03 つくり育てる漁業と海業の推進

目
　
的

　漁港施設の調査・機能診断を踏まえた機能保全計画を策定し、漁
港施設の維持補修及び施設用地の管理を行うことで、漁業者の安
全・安心な漁業活動を確保する。

〔 03 「海業」とつくり育てる漁業の振興 〕

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

　未策定であった8漁港の施設の調査・機能診断を行い、機能保全計画を策定し
た。また、漁業活動の効率を上げるとともに漁業者の安全・安心な作業環境の整
備を図るため、臨港道路、防波堤の改修工事を実施した。

11,926千円

成
果
・
課
題

○漁業活動に必要となる漁港施設の整備により、漁業者が安全・安心で効率
的な漁業活動を営むことができた。
○漁港施設の長寿命化と維持更新コストの縮減を図るため、全ての漁港の機
能保全計画を策定することができた。
○漁港の利用状況により補助対象外となる施設について、維持管理・老朽化
対策が課題となっている。

154千円

2,314千円

2,160千円

- 64 -



○工事請負費

　・浅茂川漁港泊地浚渫工事

　　　浚渫工 V=1,190㎥

農林水産部
項 03 水産業費

18,007千円 18,007千円 0 千円
予
算
科
目

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額

水産物供給基盤機能保全事業分担金

100.0 %

目 03 漁港管理費 (参考)当初予算額
課

不用額 執行率
部

海業水産課
事 03 水産物供給基盤機能保全事業 0千円

細
事

01 水産物供給基盤機能保全事業

主
な
財
源

分担金 300千円

府補 水産物供給基盤機能保全事業費補助金 12,000千円

総合計画
基本計画

03 つくり育てる漁業と海業の推進

目
　
的

　漁港施設の調査・機能診断を踏まえた機能保全計画を策定し、同
計画に基づいた保全工事を実施することで、施設の長寿命化と維持
更新コストの縮減を図る。

〔 03 「海業」とつくり育てる漁業の振興 〕

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

　平成28年度に策定した機能保全計画に基づき、浅茂川漁港泊地浚渫等工事を
実施した。

18,007千円

成
果
・
課
題

　機能保全計画に基づく工事の計画的な実施により、漁港施設の長寿命化を
図った。
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○委託料

　・測量委託料

○工事請負費

・補助災害

久美浜町新庄（農地）

久美浜町口三谷（農地）

久美浜町新庄（水路）

○小規模災害復旧事業支援補助金（令和4年3月完了予定）

○負担金、補助及び交付金

・小規模災害復旧事業支援補助金

農林水産部
項 01 農林水産業施設災害復旧費

9,475千円 14,346千円 4,871千円
予
算
科
目

款 11 災害復旧費 本年度決算額 最終予算額

農地・農業用施設災害復旧費分担金

66.0 %

目 01 農地･農業用施設災害復旧費 (参考)当初予算額
課

不用額 執行率
部

農林整備課
事 01 農地･農業用施設災害復旧事業 0千円

細
事

01 農地･農業用施設災害復旧事業

主
な
財
源

分担金 44千円

府補 現年発生農地・農業用施設災害復旧事業費補助金 2,921千円

総合計画
基本計画

02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興 市債 農地・農業用施設災害復旧事業債 100千円

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

　令和2年災害により被災した農地及び農業用施設について、従前の機能を
早期に復旧することにより、農業の再生産活動を進め農業経営の安定と農
地の多面的機能を確保した。 704千円

3,269千円
参考

繰越明許費を除いた最終予算額 9,986千円

実質的な予算執行率

目
　
的

　災害復旧事業を実施し、豪雨により被災した農地及び農業用施設
の機能回復を図る。

〔 02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興 〕

94.8%

40 千円

2,057 千円 ■令和3年度への繰越事業 4,360千円

1,172 千円

4,360千円

5,502千円

地　域 箇所 金額（千円） 地　域 箇所 金額（千円）

成
果
・
課
題

　令和2年災害で被災した農地や農業用施設の機能回復を図ることにより、
農家の経営安定につながった。

峰山町 3 815 丹後町 -       -              

大宮町 6

合計 24 5,502

1,539 弥栄町 3 802

網野町 8 1,549 久美浜町 4 797
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○職員手当等

○需用費（消耗品費・燃料費）

○工事請負費

・補助災害

○負担金、補助金及び交付金

・小規模災害復旧事業支援補助金

農林水産部
項 01 農林水産業施設災害復旧費

35,685千円 54,344千円 18,659千円
予
算
科
目

款 11 災害復旧費 本年度決算額 最終予算額

農地・農業用施設災害復旧費分担金

65.6 %

目 01 農地･農業用施設災害復旧費 (参考)当初予算額
課

不用額 執行率
部

農林整備課
事 01 農地･農業用施設災害復旧事業 54,344千円

細
事

01 農地･農業用施設災害復旧事業（繰越）

主
な
財
源

分担金 423千円

府補 過年発生農地・農業用施設災害復旧事業費補助金 22,247千円

総合計画
基本計画

02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興 市債 農地・農業用施設災害復旧事業債 700千円

目
　
的

　災害復旧事業を実施し、豪雨により被災した農地及び農業用施設
の機能回復を図る。

〔 02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興 〕

農　　地 3 2,461

農業用施設 5 21,918

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

　平成30年災害により被災した農地及び農業用施設について、従前の機能を
早期に復旧することにより、農業の再生産活動を進め農業経営の安定と農地
の多面的機能を確保した。

455千円

316千円

24,379千円

事業区分 箇所 金額（千円）

合　　計 8 24,379

10,535千円

成
果
・
課
題

　平成30年災害で被災した農地や農業用施設の機能回復を図ることによ
り、農家の経営安定につながった。

地　域 箇所 金額（千円） 地　域

大宮町 2 660 弥栄町 7 1,807

箇所 金額（千円）

峰山町 13 3,407 丹後町 3 558

合計 44 10,535

網野町 10 2,088 久美浜町 9 2,015
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○需用費

　・林業用施設（直轄林道）修繕　磯砂線・ミソン谷線

○小規模林道整備支援事業補助金

農林水産部
項 01 農林水産業施設災害復旧費

3,122千円 3,200千円 78千円
予
算
科
目

款 11 災害復旧費 本年度決算額 最終予算額

97.5 %

目 02 林業用施設災害復旧費 (参考)当初予算額
課

不用額 執行率
部

農林整備課
事 01 林業用施設災害復旧事業 0千円

細
事

01 林業用施設災害復旧事業

主
な
財
源

総合計画
基本計画

02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興

目
　
的

　災害復旧事業を実施し、豪雨により被災した林業用施設の機能回
復を図る。

〔 02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興 〕

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

　令和2年発生災害により被災した林業用施設の災害復旧事業を行い、従前の機
能を早期に復旧することにより森林環境の保全を図った。また、各地区が実施す
る林業用施設の災害復旧工事に対して補助金を交付した。

297千円

2,825千円

大宮町上常吉区 作業道　2区間 770千円

網野町下岡区 榎木谷線 207千円

実施主体 路線名 補助金額

峰山町鱒留区 小ソバ谷線　2区間 612千円

弥栄町等楽寺区 熊谷線 91千円

成
果
・
課
題

　豪雨により被災した林業用施設の復旧工事を実施したことにより、民有林
等の森林整備の実施に寄与するとともに、通行車両等の安全確保ができた。

久美浜町口三谷区 田和谷線　5区間 1,145千円
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（単位：千円）

〔 2 〕

【項目の決算概要】

【京丹後市総合計画以外の計画】　※該当する場合のみ
年度策定

年度策定

【市民参加の有無】

【今後の事業の方向性】

【事業実施の経緯及び成果】

【事業費内訳】 合　　計

　補助期間は令和2年度から令和4年度（3か年）であるが、令和5年
度以降も「自走」により地域商社事業を継続する予定である。
　令和3年度には、運送業の認可を受け、配送事業を本格的に実施する
（R3.8.1開始）。
　地域商社事業を通して、京丹後産農産物の域内・都市部への販売
量・消費量を増加させる。

６次産業化・ブランド化で農林業を振興

６次産業化・ブランド化で農林業を振興

　
　令和2年度は、公募型プロポーザルを実施し㈱丹後王国ブルワリーを事
業者として選定した。事業初年度は、地域資源やニーズの調査、保冷運搬
車の導入や集荷拠点の整備、試験配送、事業計画の策定を行い、事業次年
度（2年目）に向けた準備を行った。
　京丹後市版の地域商社として、京丹後市内・都市部への販路を拡大する
とともに、新たな流通体制、加工品開発や観光等異分野との連携を進め、
京丹後市内外の消費を増大させる仕組を構築する事業者を支援する。

24,000

24,000

節ｺｰﾄﾞ 細 節 等 名 称 金 額 節ｺｰﾄﾞ

期
間

無

参

考

H30決算 0

R元決算 0

R3予算 26,000

細 節 等 名 称 金 額

18 地域商社支援事業費補助金

事業期間 総事業費 国庫支出金 府支出金 市 債 その他 一般財源

R2 ～ R4 76,000 38,000 0 0 0 38,000

一般財源
（参考）

地域商社による新たな流通体制の構築を核とした地域創生プ
ロジェクト

国庫支出金 府支出金 市　債

特 定 財 源 の 内 訳

国補 地方創生推進交付金 12,000

その他 最終予算額

24,000 12,000 0 0 0 12,000 24,000

目 04

細事 02

農政推進費

事業 11 地域農業ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ推進事業

地域商社支援事業

　令和2年度から令和4年度を事業実施期間として、初期のニーズ調査や
体制整備、販路拡大事業、事業プロモーション等の支援を行う。

○地域商社支援事業補助金　　　　　　　　　　　24,000千円
●調査、計画策定
　　市内農家113軒と百貨店や飲食店等32軒に対しアンケートや対面
　調査を実施した。また、調査結果を分析し、地域商社事業計画を策定し
た。
●流通体制整備
　　保冷運搬車を2台配置、集荷拠点とし、冷蔵庫等の導入を行った。
●試験配送
　　市内農家33軒と京都市内を中心とした百貨店や飲食店等22軒との
　直接取引について、農産物輸送（米、野菜、果物）を行った。また、
　農産物をJA直売所（亀岡）へ試験配送した。
　（令和2年12月から3便/週。試験運送のため、利用料は無料。）。
●販路拡大、情報発信
　　販路拡大のためECサイト構築や情報発信等を行った。
●その他　　営業人件費、管理費等

令和2年度 一 般 会 計 決 算　特 徴 的 事 業 調 書
款 06 農林水産業費 部･局 07 農林水産部

項 01 農業費 課 01 農業振興課

係 02 農業振興係

総合計画
計画項目

2

項 目 名 称
決 算 額

特 定 財 源 内 訳
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（単位：千円）

〔 2 〕

【項目の決算概要】

○普通旅費・使用料 千円

森林経営管理制度研修

○システム更新委託料 千円

森林情報システム搭載用地図情報運用システム（SIS）

バージョンアップ

○森林環境整備委託料（経営管理制度の推進） 千円 【京丹後市総合計画以外の計画】　※該当する場合のみ
・森林経営管理制度候補森林の選定（3件） 年度策定

・計画想定範囲簡易図面の作成（3件） 年度策定

・経営管理事業発注仕様書案の作成（1件） 【市民参加の有無】

・森林情報システム機器・空中撮影機材整備（1式）

事業費計 千円

（関係歳入）森林環境譲与税 千円 【今後の事業の方向性】
　事業費には基金からの繰入金を充当し、R2譲与金は全額基金積立

とした

【事業実施の経緯及び成果】

【事業費内訳】 合　　計

5,280

6,160

　森林環境譲与税を活用しつつ、民間事業者と協力し未整備山林等に
おける経営管理を進めるとともに、バランスの取れた総合的な森林環
境整備を進める。なお、令和3年度以降、「森林環境譲与税事業」は
「森林環境整備事業」と名称を新たに実施。

　森林環境譲与税は、所有者不明の森林管理、担い手育成等、森林経営管
理制度に対して活用することとなっている。
　森林管理制度は、未整備の人工林を対象として、市が森林所有者から森
林管理の意向を受け、それを林業経営者に委託を行い森林管理を行う。そ
のことにより、これまで所有者による管理が不十分であった森林が適切に
管理されるようになり、間伐等の森林管理や路網の整備が効率的に実施さ
れる。また、天然更新や伐採後の再造林が促進され、持続可能な森林形成
と土砂災害等の発生リスクの低減につながる。
　令和2年度は、森林情報システムの整備、森林経営管理制度候補森林の
選定等、森林経営管理制度運用のための準備を行った。

細 節 等 名 称 金 額

08 旅費 12

13 有料道路通行料 10

森林環境整備委託料 5,28012

金 額 節ｺｰﾄﾞ

６次産業化・ブランド化で農林業を振興

６次産業化・ブランド化で農林業を振興

6,160

節ｺｰﾄﾞ 細 節 等 名 称

12 ｼｽﾃﾑ更新委託料 858

H28 京丹後市森林整備計画 期
間

H28.4-R8.3

無

参

考

H30決算 0

R元決算 0

R3予算 25,451

事業期間 総事業費 国庫支出金 府支出金 市 債 その他 一般財源

R2 ～ 0

繰入金 森林環境譲与税基金繰入金 6,159

その他 最終予算額

6,160 6,159 1 6,160

決 算 額
特 定 財 源 内 訳

一般財源
（参考）

森林環境譲与税事業
国庫支出金 府支出金 市　債

特 定 財 源 の 内 訳

目 02

細事 01

森林整備費

事業 05 森林環境譲与税事業

森林環境譲与税事業

22

858

24,938

令和2年度 一 般 会 計 決 算　特 徴 的 事 業 調 書
款 06 農林水産業費 部･局 07 農林水産部

項 02 林業費 課 02 農林整備課

係 02 森林保全係

総合計画
計画項目

2

項 目 名 称
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